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写四

住みついて5年

今年はなんと

つほみが43個

ぐ 114)

白石の山下廣美さん宅の庭には、 5年前にどこからか鉄砲百合の

種が飛び込んできて、毎年4つから 5つの花を咲かせ家族の者を楽

しませています。しかし、今年はどうしたことか背丈が1.8メート

ル程に成長し、 43個ものつばみを付け、現在20個が咲いています。

開花時期は少し遅くなりましたが、特別に世話をした訳でもないの

にと、山下さんもこの鉄砲百合の花の多さにはびっくりしています。

〔写真撮影 9月10日〕
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人口 3,478人（士 0)

男 1,683人(-1) 

女 1,795人(+1) 

世帯数 998幕 (-2)

（平成4年8月31日現在）
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九
月
二
日
、
肱
川
町
議
会
第
二
三

“
五
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
予
て
計
画

中
で
あ
っ
た
「
肱
川
町
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ソ
タ
ー
」
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
、

一
件
の
案
件
が

上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

尚、

工
事
請
負
契
約
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

0

工

事

名

肱

川
町
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ソ
タ
ー
新
築
工
事

0

契
約

方

法

指

名

競

争
入
札

0

契
約
金
額

三
億
五
、
五

三
五
万
円

0

契
約
の
相
手
方

間
・
上
田
共
同

企
業
体
（
代
表
者
）
間
組
四
国
支
店
長

角

田

正

博

高齢者生活福祉センター

いよいよ着工

第235回臨時議会

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
が
進
め

て
い
る
国
道
一

九
七
号
鹿
野
川
道
路

改
良
工
事
は
、
平
成
五
年
夏
の
供
用

開
始
に
向
け
て
工
事
が
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
久
下
ト
ソ

ネ
ル
も
両
坑
口
の
工
事
が
完
成
し
ま

し
た
。

完
成
し
た
坑
口
に
は
、
し

ゃ
く
な

げ
の
絵
が
画
か
れ
丸
山
公
園
の

P
R

に
大
い
に
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

坑
口
に
は
全
面
に
化
粧
型
枠
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
し
ゃ
く
な
げ

久
保
福
盛
さ
ん
（
小
藪
）
は
、
自
宅

の
栗
畑
の
草
刈
り
を
し
て
い
て
大
変

め
ず
ら
し
い
コ
ソ
ニ
ャ
ク
を
発
見
し

ま
し
た
。

こ
の
め
ず
ら
し
い
コ
ソ
ニ
ャ
ク
は

数
本
の
コ
ソ
ニ
ャ
ク
が
自
生
す
る
中

の

一
本
で
、
な
ん
と
花
が
終
わ
っ
た

あ
と
に
赤
い
実
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

の
絵
の
部
分
は
、
絵
を
彫
り
込
ん
だ

厚
さ
五
セ
ソ
チ
の
ハ

ッ
ポ
ウ
ス
チ
ロ
ー

ル
を
型
枠
の
内
外
に
入
れ
、
生
コ
ソ

ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
と
い
う
工
法

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

型
枠
を
は
ず
す
と
絵
の
部
分
の
み

＜
ぽ窪

み
が
で
き
、
こ
の
部
分
に
色
の
付

い
た
ガ
ラ
ス
チ

ッ
プ
を
接
着
剤
で
貼

り
付
け
た
も
の
で
す
。
絵
の
部
分
は

約
十

一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
れ

に
用
い
た
費
用
は
約
百
四
十
万
円
で

す
。供

用
開
始
さ
れ
る
と
ド
ラ
イ
バ
ー

丸
山
公
園
を

P

R

久
了
か
ン
呑
ル

高齢者福祉センター完成予想図
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こ
れ
は
び
っ
く
り

「
コ
ン
ニ
ャ
ク
」

に
実
が

（
町
長
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基幹作目の高品質化と銘柄化につとめます

肱

川

の

農

業

「
活
力
を
つ
く
る
」

不
自
然
な
一
極
集
中
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
矛
盾
は
表
面
化
し

て
き
ま
す
。
い
ま
こ
そ
農
業
の
す
じ
み
ち
を
は
っ
き
り
示
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。農

村
は
、
就
業
と
所
得
の
場
、
快
適
な
生
活
•
生
産
の
場
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
視
野
で
、
も
の
ご
と
を
と
ら
え
創
造
し
て
い
く
積
極
的
農
村
人

を
め
ざ
し
て
、
自
己
研
さ
ん
に
努
め
、
培
っ
て
き
た
良
き
精
神
風
土
の
う

え
に
一
層
の
活
力
つ
く
り
を
進
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
絶
対
条

件
で
あ
る
農
業
が
衰
退
す
る
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。

資
源
の
特
性
を
生
か
し
た
銘
柄
産

地
の
育
成
と
新
し
い
消

費
流
通
の
展
開
を
は
か

り
、
安
全
良
質
食
品
の

供
給
に
つ
と
め
て
い
き

ま
す
。同

時
に
農
業
に
対
す

る
感
覚
の
転
換
•
生
産

手
段
・
手
法
の
転
換
・

作
目
の
転
換
・
販
売
の

転
換
な
ど
、
い
ろ
ん
な

感
覚
で
と
ら
え
時
代
に

即
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
農

地
の
基
盤
整
備
の
問
題
、

農
業
経
営
の
省
力
化
、

農
道
の
新
設
や
改
良
な

新

し

い

町

め

ざ 創

を
し
て

（
農
業
）

造

(4) 

町
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
生

産
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
当
町
の
立
地
条
件
を
考
え
る
と

農
地
を
造
成
す
る
こ
と
だ
け
が
甚
盤

整
備
で
な
く
、
集
約
型
施
設
農
業
の

取
り
組
み
や
、
先
進
技
術
を
導
入
す

る
こ
と
も
基
盤
整
備
の
ひ
と
つ
で
す
。

効
率
的
な
生
産
、
ソ
ス
テ
ム
を
考
え

る
た
め
、
小
水
力
や
太
陽
光
を
活
用

し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
技

術
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
、

高
品
質
、
高
生
産
の
工
場
型
農
業
の

計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
物
を
つ
く
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

等
人
材
の
育
成
、
人
・
物
・
情
報
に

係
る
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
流
通
・

施
設
型
農
業
へ
の

指

向

ど
を
進
め
る
中
で
、
な
に
よ
り
も
だ

い
じ
な
こ
と
は
、
農
業
を
や
ろ
う
と

志
す
人
の
条
件
整
備
、
つ
ま
り
や
る

気
の
起
こ
す
環
境
づ
く
り
が
か
か
せ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
県
単
独
事
業
や
国
庫
補

助
事
業
の
積
極
的
導
入
を
進
め
る
中

で
、
町
の
単
独
事
業
で
あ
る
、
定
住

促
進
事
業
、
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
、

地
域
振
輿
事
業
、
産
業
振
輿
基
金
、

農
業
近
代
化
資
金
、
そ
の
他
の
制
度

資
金
の
融
資
な
ど
の
有
効
活
用
を
は

か
る
と
と
も
に
新
設
の
事
業
創
設
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

自
主
自
営
の
気
概
を
持
ち
、
積
極

的
に
実
践
し
て
い
く
意
欲
を
も
つ
新

農
業
人
を
つ
く
る
こ
と
が
最
も
大
切

新

農

業

人
づ

く

り

マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
活
動
、
資
源
の
整

備
な
ど
ク
リ
ア
ー
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
問
題
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が

先
端
技
術
の
導
入
に
よ
り
徹
底
的
な

合
理
化
を
図
り
、
若
者
が
農
業
を
す

き
に
な
っ
て
く
れ
る
、
人
に
優
し
い

職
場
環
境
を
つ
く
る
目
的
が
あ
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
小
規
模
・
適
正
農
業

に
よ
る
施
設
型
農
業
の
設
備
充
実
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
次
回
は
、
肱
川
の
林
業
、
商
工
業
、

観
光
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

で
、
そ
の
た
め
に
次
の

こ
と
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。新

規
就
農
者
の
確
保

と
新
規
参
入
者
の
積
極

的
受
入
れ
。
研
修
・
高

度
技
術
取
得
の
た
め
の

支
援
活
動
。
農
地
、
機

械
な
ど
の
相
談
業
務
あ
っ

せ
ん
。
高
齢
化
、
女
性

の
営
農
活
動
の
活
性
化
。

新
し
い
町
創
造
会
議
、

営
農
林
推
進
会
議
等
の

研
修
・
協
議
集
団
の
育

成
。
農
業
機
械
利
用
集

団
に
あ
わ
せ
た
農
業
生

産
作
業
班
結
成
。
土
づ

く
り
事
業
の
推
進
。
ア

ソ
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
消
費
地
で
の
拠
点
づ
く
り
。
離
農

者
、
転
出
者
所
有
の
農
地
の
集
積
。

農
地
保
有
合
理
化
制
度
の
創
設
。

こ
の
他
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
を
中

心
に
し
た
、
特
産
品
の
開
発
を
進
め

ま
す
。

施設園芸近代化農業を進めます
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肱川町財政事情の作成及び公表に関す

る条例に基づき、平成 3年度の本町の財

政状況を公表します。

平成 4年 9月20日

肱川町長大野 和

一般会計決算状況

及び弓⇒米＋ ＇口J.....L.. s=1 

53,468 
繰入金 衛生費

56,144 「30億歳7,87入0万円］
60,846 

財産収入‘‘’’- -
64,198 9̀,04塵五

地棺卸婢 災害復旧費

繰越金 農林水産費

町 税 土木費 323,247 

170,795 県支出金 教育費 391,750 

343,200 町 債 民生費 441,194 

431,544 国庫支出金 公債費 510,426 

1,550,923 地方交付税 総務費 627,593 

15億 5億 4億 3億 2億 1億 （単位：千円） 1億 2億 3億 4億 5億 6億

平成 3年度の歳入総額は3,078,700千円です。
これを平成 4年 4月1日現在の人口は3,479人ですから、
一人当り884,938円になります。

完成した町営住宅 （大谷）

平成 3年度の歳出総額は、 2,920,420千円です。
これを平成 4年4月1日現在の人口3,479人ですから、
一人当り839,442円となります。

i特別会計決算状況l
会〗玉＼巴？ 歳 入 歳 出 差引 額

国 保 265,540 233,581 31,959 

水 道 49,461 32,911 16,550 

住 宅 3,203 3,035 168 

老 保 286,488 281,707 4,781 

計 604,692 551,234 53,458 
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R 躙栂雷

平成3年度 肱川町の財政状況

完成した大谷小学校

町有財産の状況

維持補修費

30, 064ff'l(l. 0%) 

扶助費

8,889ff'l(0.3%) 

積立金

140,860ff'l(4.8%) 

繰出金

61,571 ff'l(2.1%) 

貸付金

1,435ff'l(0.05%) 

投資及び出資金

30,028ff'l(l.0%) 

圏の性質別分類
- --. ・ニー・-・ ・~ ― ― 甕 上

普通建設事業
1,339, 316fP1 
(45.9%) 

【土地】

い町民の負オ叩と支皿a●宅地等 696,492 m2 

●山林 645,243 m2 

【建物】 33,425 m2 （人口3,479人 4. 3.31日現在）

【証券】 244千円

【出資金】 47,675千円 町税収入 ※町民

【基金】 843,502千円
158,399祖 1人あたり

83万9千円

●財政調整基金 ※町民 1人あたり

424,500千円 4万 5千円

●その他 419,002千円

＇ ［町偵の翌在轟［
33億257万円

町民 1人あたり町債額

94万9千円

，， ・立公窯~冒'• ~49二・ ... 、.:-～た一 .,＇ .... 

整備が進む菟の尾地区農道



@。9。複 ⑲ Cl 認羽繹 (6)

指
揮
者

一
番
員

二
番
員

三
番
員

補

欠

” ” 
班
長

団
員

II 

山
内

正

志

亀

田

博

隆

今

岡

義

博

久
保
田
昌
三

河

野

一

也

第
十
七
回
愛
媛
県
消
防

操
法
大
会
が
八
月
―
-
+
-
＝-

日
、
松
山
市
勝
岡
町
の
愛

媛
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
、
ポ
ソ
プ
操
法
の
速
さ

や
正
確
さ
が
競
わ
れ
ま
し

こ。t
 大

会
は
午
前
九
時
か
ら

開
始
さ
れ
小
型
ボ
ソ
。
フ
の

部
に
は
十
七
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
昨
年
大

洲
喜
多
地
区
大
会
で
優
勝

し
た
、
肱
川
町
消
防
団
第

一
分
団
、
準
優
勝
の
河
辺

村
消
防
団
第
四
分
団
が
地

区
代
表
と
し
て
小
型
ポ
ソ

プ
の
部
に
出
場
し
ま
し
た。

第

一
分
団
は
今
年
も

一
―

か
月
前
か
ら
連
夜
訓
練
を

行
い
、
今
大
会
に
備
え
て

い
ま
し
た
が
、
訓
練
の
成

果
が
当
日
は
十
分
に
発
揮

で
き
ず
、
入
賞
に

一
歩
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
が
七
位
の
成
績
を
修
め
ま
し

こ。t
 団

員
の
皆
さ
ん
連
夜
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。出

場
選
手

名

入国お＠と一臼在J一扮国J

十
月

一
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基

本
調
査
と
麻
業
統
計
調
査
（
一
般
飲

食
店
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
就
業
構
造
基
本
調
査
は
国
民
の
就

業
、
不
就
業
の
状
態
を
調
有
し
、

全
国
及
び
地
域
別
の
就
業
構
造
を

明
ら
か
に
し
、
各
種
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
統
計
調
査
で
す
。

◎
調
査
対
象
地
域

道
野
尾
・
共
栄
・
下
鹿
野
川

◆
商
業
統
計
調
査
（

一
般
飲
食
店
）
は
、

我
が
国
の
飲
食
店
の
分
布
状
況
及

十
月
一
日
に
実
施

就
業
構
造
基
本
調
査
及
び

商
業
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ー→^

ポンプ操法に出場した第 1分団

法
律
・
公
正
証
書

相
談
の
お
知
ら
せ

◎
法
律
の
問
題

（土
地
・
建
物
の
登
記
・
供
託
・

訴
訟
手
続
等
）
で
お
困
り
の
方

へ

"i

◎
公
証
週
間
の
催
し

（
選
言
•
そ
の他
各
種
契
約
等

の
公
証
手
続
き
）
で
相
談
さ
れ

た
い
方
へ

"i

次
の
と
お
り
無
料
相
談
所
を
開

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

戸
[-1
0
〗
ー1
5時
＿
い
市
民ピ

愛
媛
県
司
法
書
士
会

松

山

公

証

人

会

＼
 

び
販
売
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
調

査
結
果
は
、
今
後
の
飲
食
店
の
育

成
策
や
経
営
指
針
を
つ
く
る
際
に

広
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
飲
食
店
を
経
営

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
調
査
に
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
担
当
地
区
の
調

査
員
が
十
月
一
日
以
前
に
配
布
し

て
回
り
ま
す
。

共

催

ノ

［ • -新しくなる防災無線 ー一

------
●中継局（大駄場鹿喝園）
ここから屋外拡声器、戸別受信機
に向けて電波を発信します。

．
 

入
札
を
行
い
請
負
業
者
を
決
定
し

、
~．

 

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
~

．
 

新
し

い
防
災
無
線
の
特
徴
は
、
~

現
在
の
設
備
の
よ
う
に
有
線
を
張
~．
 

ら
な
い
こ
と
と
、
各
戸
に
戸
別
受
~

．
 
．
 

信
機
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
す
。

~．
 

そ
し

て
火
災
の
場
合
に
は
大
洲
消
~

．
 

防
川
上
支
署
か
ら
直
接
放
送
を
す
~．
 

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
~
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• ．．．
 

●親局（肱川町役場）
役場からの放送は中継局を通じて、屋外拡
声器と戸別受信機へ電波を発信します。
大洲消防川上支署からも放送できます。

●屋外拡声器

中継局からの電波
を地区に設置した
屋外拡声器で受信
し拡声放送します。
（町内には58箇所
設置）

●戸別受信機

家庭内でも聞けます。
（各戸・公共施設等に設置）

現
在
の
防
災
無
線
設
備
は
昭
和

五
十
年
に
整
備
し
た
も
の
で
、
十

七
年
間
多
く
の
情
報
を
町
民
の
皆

さ
ん
に
提
供
し
て
ぎ
ま
し
た
。
し

か
し
こ
の
設
備
も
最
近
は
故
障
が

多
く
な
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
町

で
は
国
の
補
助
を
受
け
、
約
二
億

五
千
五
百
万
円
を
か
け
更
新
す
る

こ
と
に
な
り
、
七
月
二
十
八
日
に
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C} 認前繹

口
技
づ
く
り

新
技
術
創
造
運
動
、
・
ハ
イ
テ
ク
農

業
へ
の
挑
戦

農
業
に
た
ず
さ
わ
る
す
べ
て
の
人

た
ち
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
て
創
意
と
工
夫
を
重

ね
る
中
か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
農

業
、
快
適
で
住
み
よ
い
農
村
を
実
現

し
、
夢
と
希
望
、
自
信
と
誇
り
の
も

て
る
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
築
い

て
い
こ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

平
成
四
年
度
か
ら
十
二
年
度
ま
で

を
①
啓
発
重
点
期
②
自
主
活
動
期
③

発
展
期
の
三
段
階
に
分
け
て
展
開
し

甘
す
。

運
動
の
め
ざ
す
五
分
野

口
基
盤
づ
く
り

国
際
化
に
対
応
し
得
る
農
業
構
造

の
確
立
、
話
し
合
い
で
進
め
る
集

落
営
農
の
促
進

口
銘
品
づ
く
り

個
性
あ
る
銘
柄
産
地
の
育
成
と
新

し
い
消
費
流
通
の
展
開
、
高
収
益

農
業
の
推
進

新
し
い
農
業
確
立
運
動
と
は

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、
行
政

が
連
帯
を
と
り
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
こ
の

精
神
が
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
明
日

の
農
業
を
創
る
源
に
な
り
ま
す
。
今

一
度
自
分
自
身
を
み
つ
め
集
落
、
地

域
を
見
直
し
、
明
日
へ
向
か
っ
て
の

行
動
を
共
に
起
こ
し
て
み
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

口
ひ
と
づ
く
り

経
営
感
覚
に
富
ん
だ
中
核
的
担
い

手
の
育
成
と
農
業
団
体
の
活
性
化
、

ビ
ジ
ョ
ソ
と
創
意
工
夫
の
あ
る
経

営
者
づ
く
り

口
む
ら
づ
く
り

豊
か
な
農
村
の
創
造
と
農
村
生
活

の
活
性
化
、
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
誤
解

◎
◎
R
①
◎
①
R
R
 

医
師
か
ら
特
別
な
理
由
で
注
意
さ

れ
て
い
る
人
以
外
は
、
た
と
え
高
血

圧
な
ど
の
病
気
が
あ
っ
て
も
、
一
日

一
個
の
卵
は
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

と
く
に
、
老
人
は
血
管
を
守
る
た

め
に
も
一
日

一
個
は
食
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
が、

二
個
は
食
べ
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

卵
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
関
係
を

言
う
な
ら
、
要
は
、
「
食
べ
す
ぎ
る

いつまでもおとしよりと一緒に！

（愛媛県高齢者居室整備資金の御案内）

貸付の対象者

貸付の対象

ほ実十 たの多レ さ変らて璽だ
ど 際 二 卵 場 表 いス栄れ動‘も止
のにグの合はよテ養ては血‘栄
量食ラ黄の一う口分お問中一養
にベム味こ 0 に 1 析り題コ日研
はる程ーと〇見ル表まにレニ究
な量度コでグえが で す な ス ｝所

け

りは ではすラまず は °ら テ三の;,-
の

ま心す‘ °ムすば‘ な口個実―
せ配かわ をが抜卵 い 1 ま験
んす らず 食‘けは ‘ルでを
°る ‘か べあてコ とのなみ：0

――No.＜ォ刀日訟プ`”し〉⑮

率
法
間

利
方
期

付
還
還

貸
償
償

県内において、 60歳以上の親族と同居し、またはこれから

同居しようとする20歳以上の方

(1)高齢者の居室を新築、増築または改築するための資金

1件あたり 10万円以上100万円以下

(2)高齢者のために浴室・トイレ等を改造するための資金

1件あたり 50万円以下

(3) (1)と(2)を併せて整備する場合

1件あたり 150万円以下

年利 3%
元金均等による年賦償還または半年賦償還

10年以内

言；臼ェ立＼
＊融資に関する御相談•お問合せは、上記申込み窓口または

町役場町民課福祉係へ。

人
口窓

証
み込

保
申

お父さん
隆志さん

お母さん
亨子さん

だ
い
ち

瀧
野
大
地
く
ん
（
中
居
谷
）

平
成
2
年
8
月
4
日
生

2
歳
1
か
月

待
望
の
女
の
子
に
恵
ま
れ
、
お

父
さ
ん
の
目
は
い
つ
も
た
れ
気
味
。

最
近
は
自
我
の
芽
生
え
が
著
し

く
、
強
気
の
女
の
子
に
変
身
中
。

二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
正
面
か

ら
戦
い
、
時
に
は
勝
つ
場
面
も
。

で
も
女
の
子
、
や
さ
し
い
し
ぐ

さ
も
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

ハ
ー
イ
＂
ェ
大
ち
ゃ
ん
で
ー
す

。

僕
の
好
き
な
物
は
、
ダ
ソ
プ
、
ユ
ソ

ボ
、
長
ー
い
。
そ
し
て
、

B
M
W
。

と
っ
て
も
元
気
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に

も
負
け
な
い
ぞ
。
「
パ
パ
、
お
帰
り
、

バ
イ
ク
、
ブ
ー
ブ
ー
、
行
こ
！
行
こ
！
」

お父さん
嘉則さん

お母さん
ひろ子さん

な

な

上
田
奈
奈
ち
ゃ
ん
（
上
森
山
）

平
成
2
年
8
月
12
日
生

2
歳
1
か
月
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R 認羽繹 (8)

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

"
 
0
 

力
も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

思
わ
ぬ
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ

た
り
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
り

し
た
と
ぎ
な
ど
に
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
老
後
の
生
活
の
支
え

と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
、
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と

大
変
で
す
！

”R
R
◎
＠
⑨
 

保
険
料
は
毎
月
納
め
る
の
が
原
則

で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
年
度
内

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
保

険
料
は
、

二
年
前
ま
で
で
あ
れ
ば
遡
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

国
民
年
金
の
制
度
は
、
働
く
世
代

が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
世

代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
で
す
。
毎

月
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
く

こ
と
が
自
分
自
身
の
た
め
で
あ
る
と

同
時
に
、
国
民
年
金
制
度
を
守
り
発

展
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
こ
と
で
す
。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な

い
か
、
今

一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

事業主のみなさんへ

労働保険の加入はおすみですか

労働省では、 10月 1日から10月31日までを「労

働保険適用促進月間」と定め「守ってますか社会

のルール 入ってますか労働保険」の標語のもと

に、労働保険（労災保険・雇用保険）の未加入事業

所の解消を全国的に図っています。

加入していない事業主の方は、お早めに手続き

をしてください。

労働保険についてのご相談•お問い合わせは

八幡浜労働基準監督署

大洲公共職業安定所

匹 0894-22 -1750 

匹 0893-24 -3191 

へどうぞ。

一
、
九
六

0
円

（
え
ん
じ
色
）

ス
テ
ソ
レ
ス
製
四
‘
―
二

0
円

ま
た
、
運
動
期
間
中
、
表
札
を
お

出
し
に
な
っ
て
い
な
い
ご
家
庭
に
は

郵
便
局
か
ら
簡
易
表
札
を
お
配
り
し

ま
す
か
ら
、
申
し
出
て
下
さ
い
。

ス
チ
ー
ル
製

郵
便
局
で
は
、
郵
便
受
箱
と
表
札

の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
九
月
一

日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か

月
間
、
「
郵
便
受
箱
、
表
札
設
置
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
郵
便
受
箱
と

表
札
が
郵
便
物
の
配
達
や

保
護
に
役
立
つ
ば
か
り
で

な
く
、
新
聞
、
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
の
検
針
票
の
差

し
入
れ
な
ど
に
役
立
つ
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
の
協

賛
を
得
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

郵
便
受
箱
の
設
置
し
て

い
な
い
ご
家
庭
や
事
業
所

は
、
是
非
こ
の
機
会
に
設

置
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

肱
川
郵
便
局
で
は
、
郵
政

省
標
準
規
格
の
郵
便
受
箱

を
次
の
よ
う
な
価
格
で
お

世
話
し
て
い
ま
す
。

郵便局からのお願い 大
切
な
郵
便
物
を
守
る
た
め

郵
便
受
箱
・
表
札
の
設
置
を

最低賃金改正のお知らせ

イ 愛媛労働基準局では、県内で働くすべての労

働者に適用される「愛媛県最低賃金」を改正し

10月 1日から実施することとしました。

ロ この改正により 10月 1日以降従業員に支払う

賃金は、 1日 4,152円（ 1時間 520円）以上と

しなければなりません。

詳細等のお問い合わせ先

八幡浜労働基準監督署 匹 (0894-22-1750)

食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
サ
ソ
マ

は
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
す
。
サ
ソ

マ
は
、
秋
刀
魚
と
書
き
ま
す
。
体
長

四
十
セ
ソ
チ
ほ
ど
、
背
の
部
分
が
青

黒
色
で
腹
の
ほ
う
は
白
銀
色
、
細
長

く
背
び
れ
が
後
ろ
の
ほ
う
に
つ
い
て

い
て
、
刀
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
う
い
う
字
を
書
く
の
で
し
ょ
う
。

サ
ソ
マ
の
呼
び
名
は
、
地
方
に
よ
っ

て
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
サ
イ
ラ
、

サ
エ
ラ
、
サ
イ
レ
、
サ
イ
レ
ソ
ボ
ウ
、

サ
イ
ラ
イ
ワ
シ
、
サ
ザ
な
ど
、
最
初

に
サ
の
つ
く
の
が
多
い
の
で
す
が
、

サ

ン

マ

バ
ソ
ジ
ョ
ウ
、
カ
ド
な
ど
と
呼
ぶ
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
と
呼
び
名
が
あ
る
の
は
、
そ

れ
だ
け
サ
ソ
マ
が
古
く
か
ら
各
地
で

親
し
ま
れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
し
ょ
う
。

サ
ソ
マ
が
秋
の
味
覚
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
毎
年
秋
に
産
卵
の
た
め
に

千
島
列
島
付
近
か
ら
南
下
を
始
め
、

東
北
、
関
東
の
沖
を
通
過
す
る
こ
の

時
期
に
、
漁
が
盛
ん
に
な
る
か
ら
で

す
。
捕
れ
た
サ
ソ
マ
の
二

0
％
は
生

で
利
用
さ
れ
、
六

0
％
は
冷
凍
と
な

り
、
そ
の
ほ
か
は
缶
詰
な
ど
に
な
り

ま
す
。
冷
凍
物
は
マ
グ
ロ
漁
な
ど
の

エ
サ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

サ
ソ
マ
の
お
か
げ
で
マ
グ
ロ
の
刺
し

身
や
、
す
し
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
ね
。

魚
を
食
べ
る
こ
と
は
、
成
人
病
の

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
も
っ
と
魚
に
親
し
み
た

い
も
の
で
す
ね
。

十
月
は
、
「
食
生
活
改
菩
普
及
運

動
月
間
」
で
す
。
成
人
病
の
予
防
に

は
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
の
管
理
が
大

切
で
す
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
、

食
塩
や
脂
肪
摂
取
量
の
コ
ソ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
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平成 3年度共同募金受入状況

共同募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 456,964円

街 頭 募 金 70,925 

呂子 校 募 金 87,166 

職域団体募金 83,329 

大 ロ 募 金 107,500 

合 計 805,884 

歳末たすけあい募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 504,193円

篤 志 募 金 113,274 

合 計 617,467 

荏R

共
同
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は

毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
助
け
合
い
」
と
言
う
言
葉
が
、
今

ま
た
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
世
の

中
が
豊
か
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て
孤

愛ちゃん と

謡羽繹

希雀くん
c中央共同募金会

翻園息輯
［運動期間 10月1日～12月31日

独
を
感
じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
人
も
い

れ
ば
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
お
互

い
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
あ
ら
た
め
て
「
助
け
合
い
」

の
共
同
募
金
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
月

一
日
か
ら
十

二
月
三

十

一
日
ま
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
内
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
温
か
い

善
意
の
募
金
は
、
寝
た
き
り
や

一
人

暮
ら
し
の
お
と
し
よ
り
へ
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や

病
院
で
の
長
期
療
養
者
へ
の
見
舞
い

な
ど
恵
ま
れ
な
い
方
た
ち
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て

の
戸
別
募
金
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
運
動
会
等
で
の
街
頭
募
金
、
ま

た
、
町
内
各
小
中
学
校
、
各
職
場
で

去
る
八
月
二
十
六
日
、
身
体
障
害

者
更
生
会
で
は
、
健
常
者
と
の
ふ
れ

あ
い
事
業
と
し
て
一
日
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、

二
十
名
の
方
が
参
加
し

大
野
ヶ
原
か
ら
天
狗
高
原
ま
で
、
四

国
カ
ル
ス

ト
の
中
を

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
走
り
ま
し
た
。

丁
度
、
雨
の
後
で
、
霧
が
深
く
残

念
な
が
ら
展
望
は
ぎ
か
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
大
勢
の
人
々
と
接
す
る
こ

と
が
出
来
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

日
頃
、
体
が
不
自
由
な
た
め
、

こ

の
様
な
高
原
へ
行
く
機
会
の
少
な
い

方
々
で
す
が
、

一
日
中
な
ご
や
か
で

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

『
四
国
カ
ル
ス
ト
見
学
』

身
体
障
害
者
更
生
会

ヽ
翌ちゃんと希望<h

の
募
金
な
ど
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
四
年
度
、

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
、
今
年
度

は
、
愛
媛
県
が
当
番
県
で
、
会
場
と

な
っ
た
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
、

関
係
各
県
か
ら
約
三

0
0
0名
の
人

逹
が
参
加
し
、
愛
媛
県
知
事、

松
山

市
長
、
県
議
会
議
長
、
県
選
出
の
国

会
議
員
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会
か
ら

十
五
名
が
参
加
し
、
参
加
者
と
共
に

大
会
宣
言
、
大
会
決
議
を
原
案
ど
お

り
承
認
し
、
「
障
害
者
対
策
に
関
す

る
長
期
計
画
」
の
全
面
達
成
の
た
め

次
期
「
障
害
者
の
十
年
」
の
設
定
な
ど

要
望
し
ま
し
た
。

中
、
四
国
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
開
催
さ
れ
る

人
生
八
十
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い

る
今
日
、
老
後
の
生
活
設
計
の
必
要

性
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国

の
高
齢
者
人
口
は
八
人
に

一
人
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
世
界
で
も
有
数
の

長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
は
老
後
は
余
生
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
い

か
に
充
実
し
た
老
後
の
生
活
を
送
る

事
が
出
来
る
か
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

今
後
は
若
者
の
人
口
が
確
実
に
減

少
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
若

い
世
代
の
み
に
福
祉
を
託
す
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
お
年
寄
り
自
身
が
自
動

自
立
し
福
祉
を
支
え
創
り
出
し
て
行

く
事
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
国
の
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

は
お
年
寄
り
の
心
の
豊
か
さ
に
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

老
も
若
ぎ
も
安
心
し
て
老
後
を
託

せ
る
世
の
中
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

「
今
月
は
老
人
福
祉
週
間
の
月
」

0

民

鏡
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虫、 割、 栗の選別を行う

八
月
十
九
日
よ
り
各
地
区
ご
と
に
％
と
多
か
っ
た
。
こ
の
天
候
の
影
響

く
り
生
産
同
志
会
の
総
会
並
び
に
出
で
生
育
が
進
ま
ず
、
発
芽
は
前
年
よ

荷
打
合
せ
会
を
開
催
し
平
成
四
年
度
り
や
や
遅
れ
た
。

の

出

荷

体

制

が

出

来

上

が

っ

た

。

そ

の

後

の

天

候

は

比

較

的

順

調

で

現
在
は
、
早
生
栗
で
ま
だ
五

0
0

あ
っ
た
た
め
樹
勢
も
良
好
で
あ
っ
た
。

槌
ー
六

0
0
屈
だ
が
、
今
年
の
出
荷
◎
開
花
状
況

計
画
は
次
表
の
通
り

二
三

0
t
で

あ

四

月

中

旬

か

ら

好

天

に

恵

ま

れ

生

る

。

育

も

回

復

し

平

年

並

み

の

開

花

と

な

※

四

年

度

の

生

育

状

況

り

、

期

間

も

一

0
日
余
り
と
ほ
ぼ
平

今
年
は
暖
冬
で
十

二
月
か
ら
四
月
年
並
み
で
あ
っ
た
。

上
旬
ま
で
平
年
気
温
を
上
回
っ
た
。
◎
受
粉
状
況

二
月
下
旬
と
四
月
上
旬
の
間
の
日
照
開
花
期
の
六
月
上
旬
ー
下
旬
は
、

量
が
、
平
年
比
七
四
％
と
少
な
く
、
降
水
量
は
平
年
比
の
約
半
分
（
五
八

又
、
降
水
量
は
平
年
対
比
で

ニ―

四

％

）

で

日

照

量

で
は
逆
に
恵
ま
れ
、

出 荷 す る 肱 J 11 栗

雄
花
が
多
く
雌
花
が
少
な
く
受
粉
は

良
好
で
あ
り
生
理
落
下
等
に
つ
い
て

は
少
な
か
っ
た
。

◎
病
害
虫
の
発
生
状
況

ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
発
生
は
全
体
に

多
く
樹
勢
の
弱
い
園
で
は
被
害
が
大

き
い
。
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発

生
も
多
発
傾
向
に
あ
る
。
特
に
モ
モ

ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
発
生
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。

◎
着
毬
状
況

早
生
、
中
生
、
晩
生
種
と
も
に
平

年
並
み
と
見
ら
れ
る
。

受
粉
状
況
が
良
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
と
、
適
度
な
雨
も
あ
り
今
後
の
生

理
落
下
も
少
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

台
風
、
九
号
・
十
号
に
よ
る
枝
折

れ
と
樹
勢
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
か

ら
小
玉
傾
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

：年金の受取りは JA肱川で］
カンタン、早い、安全です。

一度お手続きをするだけで、国民年金、厚生年金な
どが、毎回きちんとあなたの貯金口座に振り込まれま

す。自動受取りですから、 「支払通知書」の未着や紛失

などの心配がありません。

く年金自動受取りのお手続き》
0初めて年金をお受け取りになる方は、「年金裁定請
求書」に金融機関の口座確認印が必要です。

0すでに JA以外で年金をお受け取りの方は、「支払

機関変更届」等により、変更の手続ぎができます。

o J Aに貯金口座をお持ちでない方は、窓口にお申し
つけください。

（注）受取口座ご指定の際に所定用紙へは、「00農業

協同組合（または00農協）と必ず正式名称（また
は略称）でご記入願います。

愛称の JAはご使用になれませんのでご注意 くだ
さしヽ。＿ 

平成 4年度くり販売計画目標と年次推移
（単位キログラム）

支 部 名 平成元年度 平成 2年度 平成 3年度 平成4年度計画

本 所 96,228.7 68,408.0 53,217.0 78,639.0 

岩 谷 20,327.4 31,727.9 24,471.0 36,217.0 

宇和川 71,646.2 52,419,5 44,268.0 65,516.0 

大 谷 28,898.5 21,534.1 17,854.0 26,423.0 

予子林 35,189.4 22,615.0 15,679.0 23,205.0 

合 計 252,190.2 196,914.6 155,489.0 230,000.0 

年度別くり階級別 出荷量の推移
（単位

項 目 3 L 2 L L M s 割れ 虫 合計

平成元年度 58 103 52 13 0.9 3 12 242 

平成 2年度 37 79 45 14 1 0.8 14 191 

平成 3年度 51 57 21 4 1 0.7 13 148 

トソ）
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ハウス全景

『
こ
こ
で

一
緒
に
死
ね
た
ら
い
い
と

（
中
略
）
み
ち
の
く
一
人
旅
』
と
い
う
わ

け
で
、
今
回
全
国
し
い
た
け
振
興
大
会

に
出
席
す
る
た
め
、
岩
手
県
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
。
大
阪
国

際
空
港
で
は
「
雨
の
た
め
、
花
巻
空
港

に
着
陸
で
き
な
い
時
は
当
空
港
へ
引
き

か
え
し
ま
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ソ
ス
が

あ
り
私
達
を
驚
か
せ
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
無
事
に
到
着
し
ま
し
た
。

さ
す
が
は
東
北
、
ま
だ
九
月
に
な
っ

た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
す
ご
く
寒
い
。

愛
媛
と
は
気
漏
が

一
0
度
も
違
う
と
の

こ
と
。
あ
ま
り
に
も
寒
い
の
で
私
は
岩

手
で
ブ
ル
ゾ
ソ
を
買
っ
て
、
ホ
テ
ル
で

は
暖
房
を
入
れ
て
寝
て
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
バ
ス
で
大
会
の
あ
る
滝
沢
村

の
岩
手
県
産
業
文
化
セ
ソ
タ
ー
ヘ
行
き

ま
し
た
。
会
場
に
着
く
と
大
会
関
係
者

は
皆
、
椎
茸
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
モ
ッ

コ
リ
く
ん
と
プ
リ
ソ
ト
し
た

T
シ
ャ
ツ

を
着
て
い
ま
し
た
。
後
で
聞
く
と
、
岩

手
県
で
は
、
広
く
全
国
の
消
費
者
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
県
内
産
椎
茸
に

「
岩
手
健
康
椎
茸
『
モ
ッ
コ
リ
』
く
ん
」

と
い
う
愛
称
を
付
け
た
り
、
ま
た
、
椎

茸
の
歌
な
ん
か
も
作
っ
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

会
場
に
入
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
椎

（ 五 棟 の う ち の 三 棟 ）

し
い
た
け
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ー
N
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ

茸
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
立
派
な
も

の
が
多
数
展
示
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
愛

媛
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。三

日
目
は
、
日
本
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー

盛
岡
事
務
所
の
人
の
案
内
で
花
泉
町
の

小
椋
さ
ん
の
ほ
だ
場
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
花
泉
町
は
岩
手
県
の
最
も

南
に
あ
り
、
盛
岡
か
ら
は
東
北
自
動
車

道
で

一
時
間
三

0
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。小

椋
さ
ん
の
ほ
だ
場
は
傾
斜
が
緩
く

（
な
だ
ら
か
な
丘
の
よ
う
な
所
）
、
松
と

杉
の
混
交
林
の
明
る
い
ほ
だ
場
で
し
た
。

愛
媛
で
は
傾
斜

二
0
度
く
ら
い
な
ら
緩

い
方
だ
と
言
う
と
、
驚
い
た
よ
う
で
し

た
。
（
菌
種
―
―
五
が
主
体
）

小
椋
さ
ん
の
ほ
だ
木
の
特
徴
は
、
普

通
の
ほ
だ
木
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い

こ
と
で
す
。
（
長
さ

-
•
五
メ
ー
ト
ル
、

直
径
五

0
セ
ソ
チ
メ
ー

ト
ル
）
中
に
は
、
高

さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
ま

わ
り
四
メ
ー
ト
ル
と

い
う
巨
大
な
も
の
や
、

-
0
メ
ー
ト
ル
近
い

長
さ
の
も
の
、
ま
た
、

あ
ま
皮
だ
け
の
も
の

と
か
も
あ
り
ま
し
た
。

実
験
的
に
い
ろ
い
ろ

や
っ

て
み
て
い
る
そ

う
で
す
。

岩
手
県
で
は
ほ
だ

木
に
は
ナ
ラ
を
よ
く

使
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
小
椋
さ
ん

I¥ ゥ ス 内 部

は
ク
ヌ
ギ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
平
均
単
価
は
キ
ロ
当
た
り
六

0
0
0
円
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

四
日
目
は
、
太
平
洋
沿
岸
の
宮
古
市

に
行
き
、
在
原
さ
ん
の
ほ
だ
場
と
椎
茸

共
同
選
別
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

在
原
さ
ん
は
、
椎
茸
の
ハ
ウ
ス
栽
培

に
取
り
組
ま
れ
て
い
て
、
き
の
こ
セ
ソ

タ
ー
発
行
の
「
菌
華
」
と
い
う
本
に
も
で

た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
の
大
会
で
も
入

賞
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
五
号
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
ま
だ

始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、
毎
年
実
験
的

に
い
ろ
ん
な
方
法
を
試
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ソ
ボ

ど
ん
こ
研
究
会
の
副
会
長
を
務
め
、
キ

ロ
当
た
り
三

0
0
0
か
ら
四

0
0
0
円

で
販
売
、
一
枚
当
た
り
―
―
―
―
―

1
0円
の
高

値
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
（
生
椎

茸）
乾
椎
茸
に
し
て
も
平
均
単
価
は
キ
ロ

当
た
り
七
五

0
0
円
と

い
う
こ
と
で
し

た
。
（
生
に
す
る
か
乾
に
す
る
か
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
ら
れ
て
く
る
市
況
を
見
て
決

め
る
と
の
こ
と
）

林
改

ハ
ウ
ス
栽
培
の
利
点
は
、
い
つ
で
も

思
っ
た
時
に
ハ
ウ
ス
に
行
け
る
こ
と

（
家
の
す
ぐ
横
に
あ
る
の
で
ス
リ
ッ
パ

で
ち
ょ
っ
と
見
に
行
っ
た
り
も
で
き
る
）

と
ハ
ウ
ス
栽
培
の
椎
茸
は
均
等
な
品
質

の
も
の
が
で
ぎ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
な
ら
若
い
人
の
参
入
も
見
込
め

る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

I

最
後
に
、
在
原
さ
ん
は
「
椎
茸
栽
培

は
、
楽
し
み
な
が
ら
趣
味
の
よ
う
な
形

で
や
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
椋
さ
ん
と
在
原
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
思
っ
た
こ
と
は
、
よ
い
品
質
の
も
の

を
作
る
人
、
よ
い
値
の
も
の
を
作
る
人

は
も
の
す
ご
く
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ

り
、
絶
え
ず
新
し
い
も
の
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
で
す
。

岩
手
県
は
愛
媛
に
比
べ
気
湿
も
低
く

年
間
降
水
量
も
一

0
0
0
ミ
リ
も
少
な

い
気
候
で
、
ほ
だ
木
作
り
の
技
術
に
は

難
し
い
面
が
多
い
と
思
う
が
、
や
る
気

さ
え
あ
れ
ば
高
品
質
の
も
の
が
で
き
、

単
位
収
量
も
ア
ッ
プ
す
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

真
木
賢
二

ジ ヤ ン ボ 楕 木
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iー＿-一讐囀 戸哀 ・I I 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ！ 

！ 

！ ！ 
｝ 平成4年 8月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I l 
！ 県森連市況 1 ．市 売日 •••平成 4 年 8 月 26 日 ！ ！ 大洲木市より （単位m'当り：円） ！ 
！ 1. 販売数菰• 86ケ ー ス 1.321.9kg l 
！ 長さ末口径

スギ ヒノキマッ
その他

1. 平 均 単価 3,980円

！ 直曲がり 直曲がり 直 1 銘柄別単価 l 
i 

7 cm下本 316本 240本 498本 373 松 パルプ

， 8 cm上本 400本 320本 701 本 590 末口 7 cm 
銘 柄単 価比率％銘柄単 価比率％ ！ 

, 4 m l3 cm上20,800 -42,600 -18四上 22,000長さ 1.8m 大 厚 8, 100 ー特用大葉 6, 100 1 ! 
I I Ii 8 cm上21,0001 -1 41,000 —叫 28,500

9,500円 ／m•
中 厚 7,300 1 特用中葉 6, 400 3 ! 

! 24 cm上 21,000 -45,000 - cm上35,000
! 7cm下本 207本 140本 257本 140 雑 パルプ 小 厚 4, 700 7 特用小葉 4,5-00 , ！ 

8 cm上本 240本 245本 271 本 251 末口 7cm 大 ウ ス 6,700 I 2 大バレ 3,700 I s 
! ll cm上12,100 17,100 長さ 1.8m 、
! 3 m 13 cm上26,800 -45,600 -18an上18,800

14,700円 ／m• 中ウス 6, 800 1 中パレ 4, 100 9 ! 
I I II 8 cm上22:soo I -I 40: soo I -lucmJ: 2s:ooo 中小ウス 5, 600 8 小パレ 3, 200 11 ! 
! 24 cm上 19500 - 30cm上 ，」ヽウス

i I') J~ :~［土｝腐:： 二菜 翌3菜 □ 
3,soo I 12 変 形 3,300 I sl I 

バリ材
（松・杉・桧 ジャミウス 2,soo I 4 色 落 ウ ス 3,300 

! 2 m 16 cm上12,000 -22 000 -13cm上 末口 3~ 7 cm）冬 大 8 000 一色悪 3 000 1:i  
! 30 cm上 cm上

長さ 2.0m 

i 冬13 cm上28,800 75,100 
中 5,700 I 2 黒子 1,400 I 3 

！ 

! 6 m 18 cm上 25,300 66,40o 冬 小 3, 900 2 その他 ― - i 
！ 特選 418,000 
！ 足 場 1 m当 たり 70円～160円 本 130円 1概要全般に保合で推移した。品柄別には、特用系が強保合 、 香 信 ｝ 
i スギ材は元切りができる時期になりました。葉枯しをして出荷するよ 系は保合、どんこ系及び香信小葉系は輸出低迷で弱保合であっI 1~ うにしましょう。 た。 ！ 

9月27日は、特別市予定。良材の出荷をお願いします。

ピ --- -- - --------------_」
七
三
年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
大
一豆
禁
輸
以
降
、

E
C
は

な
た
ね
や
ひ
ま
わ
り
の
種
な

ど
の
油
糧
種
子
生
産
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の

E
C
向

け
大
豆
輸
出
は
半
減
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
側

は
「

E
C
は
油
糧
種
子
の
輸

入
関
税
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
約

束
し
て
い
な
が
ら
、
輸
入
を

震
業
全
体
の
生
き

残
り
を
ね
ら
う
E
C

ミ
ュ
ソ
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト

が
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ
ド

の
年
末
決
着
に
対
す
る
期
待

感
を
表
明
し
た
の
を
受
け
、

ダ
ン
ケ
ル
・
ガ
ッ

ト
事
務
局

長
は
七
月
中
旬
に
非
公
式
会

合
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
九

月
以
降
の
交
渉
継
続
を
確
認

し
た
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
局
面
打
開
を
め
ざ
す
ア

メ
リ
カ
と

E
C
の
閣
僚
レ
ベ

ル
の
折
衝
は
現
在
中
断
し
て

お
り
、
双
方
は

E
C
の
油
糧

種
子
補
助
問
題
の
解
決
を
当

面
は
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

確

認

さ

れ

た

九

月

以
降
の
交
渉
継
続

減
ら
す
の
は
ガ
ッ
ト
違
反
だ
」
と
し
て
、

過
去
五
年
間
に

二
度
ガ
ッ
ト
提
訴
し
、

二
度
と
も

E
C
に
対
す
る
「
黒
裁
定
」
を

得
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

E
C
側
は
こ
の
補
助
制

度
を
変
え
ず
、
他
の
品
目
の
関
税
引
き

下
げ
な
ど
の
代
償
措
置
で
ア
メ
リ
カ
と

の
問
題
解
決
を
は
か
る
と
い
う
方
針
を

六
月
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

E
C
側
は
油
糧
種
子
補
助
に
な
ぜ
こ

だ
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
に

は
①
生
産
過
剰
の
小
麦
や
大
麦
の

一
部

と
油
糧
種
子
の
し
ぽ
り
か
す
を
家
畜
の

飼
料
へ
ま
わ
す
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ

産
の
大
一豆
か
す
な
ど
の
輸
入
を
お
さ
え

ざ
る
を
得
な
い
、
②
穀
物
等
の
生
産
者

価
格
を
引
き
下
げ
る
分
を
農
家
へ
の
所

得
補
償
に
切
り
替
え
よ
う
と
す
る
農
政

改
革
を
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ
ド
の
場

で
認
め
さ
せ
る
た
め
に
も
、

な
た
ね
等
の
生
産
補
助
を
変

更
で
き
な
い
、
③
E
C
の
小

麦
と
油
糧
種
子
の
生
産
地
が

ほ
ぼ
同
じ
こ
と
か
ら
油
糧
種

子
の
生
産
を
減
ら
せ
ば
、
小

麦
の
生
産
過
剰
を
ま
ね
く
、

な
ど
の
事
情
が
あ
る
の
で
す
。

つ
ま
り
E
C
側
は
ア
メ
リ
カ

の
庄
力
で
農
業
を
縮
小
す
る

の
で
は
な
く
、
生
産
を
再
編

し
て
、
域
内
農
業
全
体
の
生

き
残
り
を
め
ざ
し
て
い
る
の

で
す
。し

か
し
、
こ
れ
で
は
大
豆

＼
自
ら
の
利
益
確
保
の
た
め

ね
ば
る
ア
メ
リ
カ
と

E
C
S

古代の衣装に身を包み
田植えをする吉野里の中学生

等
の
輸
出
が
回
復
し
な
い
と
す
る
ア
メ

リ
カ
側
は
、

E
C
と
の
代
償
措
置
の
交

渉
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
大
豆
生
産
者
に

利
益
と
な
る
よ
う
な
制
度
の
変
更
を
あ

く
ま
で
要
求
し
、
こ
れ
に
応
え
な
い
．
の

な
ら
十
億
ド
ル
、
約
千
＝一百
億
円
分
に

の
ぼ
る

E
C産
の
農
産
物
輸
入
を
ス
ト
ッ

。
フ
す
る
と
の
報
復
措
置
で
圧
力
を
か
け
．

て
い
ま
す
。
双
方
の
交
渉
は
七
月
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
互
い
の
利
害

が
複
雑
に
か
ら
み
合
い
、
交
渉
が
長
期

化
す
る
と
の
観
測
が
出
て
き
て
お
り
、

報
復
合
戦
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
油
糧
種
子
問
題
は
す
で
に
五
年

越
し
の
紛
争
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
双

方
と
も
自
ら
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め

に
ね
ば
り
強
い
交
渉
を
続
け
て
お
り
、

こ
れ
が
国
際
貿
易
交
渉
の
実
態
を
如
実

に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
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抑
制
き
ゅ
う
り

ー
保
温
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
ー

き
ゅ
う
り
の
生
育
適
温
は
昼
間
二
十
五

?
-
――
十
度
、
夜
間
十
七
？
十
八
度
で
、
昼

夜
の
温
度
較
差
十
度
位
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。ハ

ウ
ス
内
の
最
低
温
度
が
十
五
？
十
六

度
ま
で
低
下
す
る
日
が
出
て
く
れ
ば
、
タ

方
か
ら
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
夜
間
の
保
湿

を
始
め
ま
す
。

ハ
ウ
ス
を
密
閉
す
る
時
刻
は
そ
の
日
の

＂
天
候
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
気
温

の
低
下
に
と
も
な
っ
て
早
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
日
没
の

一
時
間
位
前
か
ら
ハ

ウ
ス
を
密
閉
し
て
も
最
低
混
度
が
十
三
？

十
四
度
ま
で
低
下
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
内

張
り
の
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
ま
す
。
こ
の

時
期
は
、
肱
川
町
で
は
十
月
中
旬
頃
と
な

る
よ
う
で
す
。

昼
間
の
温
度
は
三
十
五
度
以
上
の
高
温

や
二
十
二
度
以
下
の
低
混
で
は
生
育
が
弱

く
な
り
ま
す
。
前
述
の
生
育
適
湿
の
温
度

域
を
な
る
べ
く
長
時
間
確
保
す
る
よ
う
に
、

気
湿
が
低
く
な
っ
て
く
れ
ば
徐
々
に
換
気

幅
や
換
気
時
問
を
狭
め
て
い
き
、
き
め
の

細
か
な
換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
き
ゅ
う
り
栽
培
に
お
け
る
地
湿

は
最
低
で
も
十
五
度
以
上
が
必
要
と
さ
れ
、

最
適
地
涸
は

二
十
ー

ニ
十
五
度
位
と
考
え

◎
普
通
期
水
稲
の
収
穫

一
、
水
管
理

収
穫
機
械
の
作
業
を
容
易
に
す
る
た
め
、

鸞
◎
＠
＠
⑯

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
夜
間
の
最
低
湿

度
よ
り
も
五
度
位
高
い
湿
度
で
す
。

内
張
り
の
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
す
る
頃
に

な
れ
ば
、
通
路
ヘ
モ
ミ
ガ
ラ
や
稲
わ
ら
等

を
敷
き
、
そ
の
上
か
ら
古
ビ
ニ
ー
ル
（
透

明
）
を
マ
ル
チ
し
て
地
温
を
確
保
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
こ

れ
は
ハ
ウ
ス
内
の
過

湿

を

防

ぎ

、

灰

色

ヵ

ら

ゃ
わ

ラ
稲

ガ

ビ
病
等
の
予
防
に
も

な

り

ま

す

。

ミ

保

r
確

モ

レ

但

し

、

こ

の

方

法

「

の

温

は

通

路

の

排

水

を

悪

乙

地古

く
し
て
根
腐
れ
の
原

6
し

ー図

因
と
な
る
心
配
も
あ

り
ま
す
。
排
水
の
悪

い
ほ
場
で
は
行
わ
な

い
方
が
安
全
で
し
ょ
う
。

一
方
、
生
育
の
後
半
に
な
っ
て
ハ
ウ
ス

を
密
閉
す
る
時
間
帯
が
長
く
な
っ
て
く
れ

ば
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
が
高
く
な
り
過
ぎ
て
、

灰
色
カ
ビ
病
や
菌
核
病
等
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

早
朝
換
気
の
励
行
、
少
量
多
回
数
の
灌

水
等
、
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
防
止
に
つ
い
て

も
万
全
の
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
皆
川
啓
夫
）

（大洲農業改良普及所山田和弘）

項 目 極早生 早 生 中 生 晩 生

積算濫度 度 810~1,050 930~1,100 1,030~1, 180 1,050~1,300 

有効積算温度 度 500~660 530~660 540~640 530~690 

最長稗黄変籾率 ％ 80 80 90 95 

第4枝梗下部 3粒の緑色程度粒 1.5 1.0 0 5 

活青米歩合 ％ 15 15 15 

落
水
を
早
め
る
傾
向
に
な
っ
て
ぎ
て
い
ま

す
。
早
く
落
水
す
る
と
土
壌
水
分
が
減
少

し
、
養
分
の
吸
収
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
登
熟
阻
害
に
よ
る
収
量
の
減
少
や

未
熟
粒
・
死
米
さ
ら
に
乳
白
米
が
増
加
し
、

品
質
低
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
士
壌
に

あ
わ
せ
て
、
適
期
落
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
適
期
刈
取

稲
の
刈
取
り
適
期
の
適
否
は
、
米
の
品

質
・
食
味
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
刈
取

り
時
期
が
早
い
と
収
量
は
少
な
く
、
青
米

な
ど
の
未
熟
米
が
多
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、

刈
遅
れ
る
と
立
毛
中
の
胴
割
米
や
茶
米
の

発
生
が
多
く
な
っ
て
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

刈
取
り
適
期
は
、
籾
が
九

0
％
黄
変
し
、

穂
軸
の
大
部
分

が
黄
色
に
な
っ

た
頃
で
す
。
出

穂
後
か
ら
の
日

数
で
は
、
早
生
因

品
種
で
四
〇
？
い

四
五
日
、
中
生
遭

品
種
で
四
五
ー
期適

五
0
日
位
で
す
。
取

↑
 

Ĵ
 

な
お
、
刈
取
り
たみら

適
期
は
品
種
・

施
肥
・
土
壌
．
か質

気
象
な
ど
栽
培
形の

条
件
に
よ
っ
て
阻手

変
わ
る
の
で
、

ほ
場
を
よ
く
み

て
決
め
て
下
さ

、o
l
>
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銀寄 間伐区 213 194 407 (144) 22 6 

無間伐 198 85 283 (100) 17 5 

1
0
月
2
日
（
金
）
大
平
・
大
屋
敷

1
0
月
5
日
（
月
）
上
石
丸
・

師
走
野

中
野
・
下
小
藪

1
0
月
7
日
（
水
）
藤
野
原
•
町
・
瓜
生
谷

1
0
月
9
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成

正
山

1
0
月
1
2
日
（
月
）
久
保

1
0
月
1
5
日
（
木
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

10
月
1
7
日
（
土
）
広
常
・
影
地

1
0
月
1
9
日
（
月
）
中
津
・

小
倉

10
月
20
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
上
汗
生

1
0
月
2
2
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

1
0
月
2
4
日
（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

1
0
月
2
7
日
（
火
）
大
駄
場
・

柳
・
郷

10月
29
日
（
木
）
敷
水
・
菟
野
尾

10
月
L
P
集
配
予
定
表

1
0
月
2
日
（
金
）
大
谷
方
面

1
0
月
9
日
（
金
）
岩
谷
・

小
藪
方
面

1
0
月
1
6
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

1
0
月
2
3
日
（
金
）
予
子
林
方
面

10
月
醤
油
配
達
予
定
表

10月
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
0
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
0
月
7
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
0
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10月
13
日
（
火
）
月
野
尾
・

小
藪
方
面

1
0
月
1
4
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
0
月
1
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

10月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
0
月
2
1
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
0
月
2
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
0
月
2
7
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10月
28
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10月
29
日
（
木
）
大
谷
方
面
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肱川クローバースタンプ会
肱川クローバースタソプ会では、日頃のご

愛顧に感謝して、 1年間にシール台紙でお買

い物をしていただいた方の中から抽選で132

名に、ダブルサービスの賞金として 1等5,00

0円から 4等500円まで商品券を差し上げてい

ます。

今年も、 8月 7日の鹿野川夏まつりに抽選

を行い、次の方がたが当選されました。おめ

でとうございます。

なお、商品券はすでにご自宅までお届けい

たしました。

クローバースタソフ 会゚では、今後もダブル

サービスを実施します。今年の抽選以降、来

年の 7月31日までにご使用いただいたシール

台紙を対象に抽選を行います。

500円のお買い物で 1枚のシールサービス

に加え、もう 一度ラッキーチャ‘ノス。お買い

物は、今後もクローバースタソフ 会゚加盟店を

ご利用ください。

【
四
等
】

1
0
0名
五

0
0
円
（
商
品
券
）

河

辺

村

中

村

ハ

ル

子

【
三
等
】

二
十
五
名

岩

谷

校

区

予
子
林
校
区

伊
藤
久
美
恵

吉
田
一
＿一
代
子

高
橋
弘
志

藤
田
千
鳥

沖

仁

兵

頭

幸

子

植

木

和

彦

片

山

美

帆

今

岡

イ

ヨ

子

堀

井

君

子

岩

田

恵

梨

香

橋

本

敦

子

冨

永

、

ソ

ゲ

子

冨

永

カ

ッ

子

冨

永

美

代

子

萬
願
寺
ョ
シ
子

和
気
昌
介

中

野

校

区

鳥

越

久

美

子

冨
永
千
世
子

ヽ

福
山

ア
キ
ノ

岩
本
カ
ネ
子

一一
宮
千
栄
美

下
崎
マ
サ
子

中

野

校

区

河

野

美

治

兵

頭

武

敏

松

本

フ

ク

ョ

中

岡

義

光

麓

悌

子

松

岡

利

夫

兵

頭

千

鶴

岩

本

リ

エ

富
永
美
千
也
丸
山
十

一

上

原

チ

ェ

子

出

水

文

子

沖

寿

恵

金

野

ミ

ヤ

子

菅

野

良

子

水

本

忠

徳

城

戸

嘉

昭

沖

野

常

一

三

井
礼
奈

三
井

芳

江

中

居

喜

代

光

堀

井

君

子

台

野

正

光

台

本

曙

美

和

気

正

二

村

恵

美

子

池

田

キ

ミ

子

宮

岡

フ

ジ

子

角

田

貴

美

子

寺

尾

勝

子

山

内

和

子

冨

永

典

次

冨

永

寅

幸

武

田

久

子

冨

永

善

吉

門

多

ヤ

ス

子

稲

田

稔

藤

原

ア

サ

子

岩

本

サ

ダ

子

米

田

年

春

矢

野

喜

美

子

冨

永

広

次

河

野

元

磨

池

田

千

八

子

拷

本

喜

子

亀

田

ト

ク

子

冨

永

光

恵

和

気

タ

ケ

ミ

川
本
安
子
大
野
鈴
子

高

本

エ

ミ

子

曽

根

紀

子

沖

麻

美

山

下

金

雄

松

尾

ア

キ

子

曽

根

フ

サ

子

上

岡

茂

上

岡

時

子

上
田

リ

ツ

子

大

野

拓

也

木

村

冨

繁

小

西

ミ

ホ

子

池

田

平

男

正
山
校
区
上
甲
佳

子

山

岡

菊

枝

中

田

タ

ミ

子

谷

本

基

子

沖

野

嘉

忠

岩
谷
校
区

桧
田
幸
子
高
橋
弘
志
和
気
ト
モ
コ
森
本
美
代
子
高
見
エ
ツ
子

大

谷

校

区

岡

本

あ

げ

み

上

田

正

義

竹

田

ミ

チ

エ

谷

ツ

ル

ヲ

山

本

朝

則

予
子
林
校
区
堀
川
ハ
ッ
ミ
伊
藤
吉
廣
橋
本
典
子
森
岡
ミ
ヨ
カ

三
瀬
健

一

一
男
内
田
コ
ト
ヨ

一＿一

瀬

正

山

下

シ

ナ

子

東

マ

サ

子

東

喜

代

美

河
辺
村
大
野
め
ぐ
み
森
川
綾
子
梅
木
安
太
郎
性
見
和
子
大
野
ユ
キ
エ

大

谷

校

区

山

本

達

子

正

山

校

区

0
0
0
円
（
商
品
券
）

森

兵森

頭
本

美

江

子

汗

生

宮

岡

フ

ジ

子

下
敷
水

•三:·--=--=
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【
二
等
】

【
一
等
】

五
名

I
 ホ

高

上
鹿
野
川

岩

三、

0
0
0円
（
商
品
券
）

小

藪

上

田
二
名
五
、

緑

0
0
0円
（
商
品
券
）

本

洋

河

辺

村

田

幸
田
順
市
清
水
政
子

（
順
不
同
・
敬
称
略

上
田
香
代
子

山
岡
ヒ
ナ
子

上
鹿
野
川

中

居

ミ

丸

光

子

三
浦
進

一

石

脇

昇

森
岡

ツ

ヨ
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平
成
四
年
四
月
一
日
か

ら
「
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、

一
定
範

囲
の
労
働
者
に
対
し
育
児

休
業
を
す
る
こ
と
を
権
利

と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て、

事
業
主

は
労
働
者
が
育
児
休
業
を
申
し
出
れ
ば
、

、
休
業
を
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

雇
用
す
る
労
働
者
が
常
時

三
十
人
以

下
で
あ
る
事
業
所
は
、
平
成
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
こ
の
法
律
の
適
用
が
猶

予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
七
年
四
月

一
日
に
は
全
事
業
所

に
適
用
に
な
る
こ

一と
か
ら
、
早
期
に
育
児
休
業
制
度
を
導

入
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

特
定
中
小
企
業
事
業
主
育
児
休
業
奨
励

金
の
御
案
内

受
給
で
き
る
事
業
主

一
、
育
児
休
業
法
が
施
行
と
な
っ
た
平

成
四
年
四
月

一
日
及
び
支
給
申
請
の

時
点
に
お
い
て
、
雇
用
す

る
労
働
者

の
数
が
常
時
―――
十
人
を
超
え
な
い
事

業
主
で
あ
る

こ
と
。

二
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、

就
業
規
則
ま
た
は
労
働
協
約
に
よ
り

育
児
休
業
法
に
基
づ
く
育
児
休
業
制

度（

一
歳

に
満
た
な
い

子
を
養
育
す

る
た
め
に
す
る
休
業
を
認
め
る
措
置
）

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主

姐羽繹

[鬼休業制度の導入 I

で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
平
成
四
年
四
月
一
日
以
後
に

育
児
休
業
制
度
を
実
施
し
た
事
業
主
に

限
り
ま
す
。

三
、
育
児
休
業
制
度
に
よ
り
、
初
め
て

三
か
月
以
上
の
育
児
休
業
を
し
た
労

働
者
が
生
じ
た
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

四
、
育
児
休
業
制
度
に
よ
る
育
児
休
業

を
し
た
労
働
者
を
休
業
開
始
の
日
ま

で
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
一

年
以
上
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
で
あ
る

こ
と
。

受
給
で
き
る
額

育
児
休
業
を
導
入
し
最
初
の
育
児
休

業
者
が
生
じ
た
場
合
に

一
事
業
主
（
企

業
単
位
）
に
つ
き
、
七
十
万
円

受
給
の
た
め
の
手
続
き

一
、
申
請
期
間

育
児
休
業
制
度
を
設
け
て
か
ら
、
初

め
て

三
か
月
以
上
休
業
し
た
労
働
者
が

休
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
三
か
月
を
経

過
し
た
日
か
ら

三
か
月
以
内
。

二
、
申
請
書
の
提
出

申
請
期
間
内
に
必
要
書
類
を
添
え
て

特
定
中
小
企
業
事
業
主
育
児
休
業
奨
励

金
支
給
申
請
書
を
婦
人
少
年
室
に
提
出

し
て
下
さ
い

。

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
概
要

一
、

一
歳
に
満
た
な
い

子
を
養
育
す
る

男
女
労
働
者
は
、
事
業
主
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
育
児
休
業
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

特
定
中
小
企
業
事
業

t
育
児
休
業

奨
励
金
の
お
知
ら
せ

◎
申
し
出
は
、
休
業
す
る
期
間
を
明

ら
か
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◎
日
々
雇
用
さ
れ
る
者
及
び
期
間
を

定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

◎
専
業
主
婦
を
配
偶
者
と
す
る
労
働

者
等
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

労
使
協
定
が
結
ば
れ
る
と
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◎
賃
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
を
は
じ

め
と
す
る
休
業
期
間
中
の
労
働
者

の
待
遇
に
つ
い
て
は
労
使
の
と
り

き
め
に
任
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
主

は
こ
れ
ら
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、

明
ら
か
に
し
て
お
く
よ
う
努
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
休
業
後

の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

◎
事
業
主
は
、
労
働
者
の
配
置
等
の

雇
用
管
理
や
休
業
期
間
中
の
職
業

能
力
の
開
発
向
上
等
に
工
夫
を
行

い
、
労
働
者
の
育
児
休
業
の
申
し

出
や
休
業
後
の
就
業
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

◎
事
業
主
は
育
児
休
業
を
申
し
出
た

こ
と
ま
た
は
実
際
に
育
児
休
業
し

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
労
働
者
を

解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ニ
。
事
業
主
は
、
育
児
休
業
の
他
に
、

一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
労

働
者
が
就
業
し

つ
つ
子
を
養
育
す
る

こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
勤
務
時
間

の
短
縮
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

三。

事
業
主
は
、
一
歳
以
上
小
学
校
入

学
ま
で
の
幼
児
期
の
子
を
養
育
す
る

国
道
・
丸
山
公
園

周
辺
の
清
掃
活
動

で
Il

汗“

て
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

労
働
者
に
つ
い
て
も
、
育
児
休
業
や

他
の
就
業
し
つ
つ
子
を
養
育
す
る
こ

と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
に
準

じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

四
。
雇
用
す
る
労
働
者
が
三
十
人
以
下

の
小
規
模
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
適

用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

五
。
こ
の
法
律
の
施
行
の
た
め
に
必
要

な
事
項
は
、
労
働
省
令
及
び
労
働
大

川
上
商
工
会
婦
人
部
（
部

長
・
冨
永
智
恵
子
）
で
は
八

月
十
一
日
、
環
境
美
化
の

一

環
と
し
肱
川
町
婦
人
会
中
央

支
部
と
合
同
で
、
国
道
一
九

七
号
線
沿
線
と
丸
山
公
園
、

鹿
野
川
園
地
周
辺
の
空
カ
ソ
、

空
ビ
ソ
拾
い
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
夏
の
日
差
し
が

強
く
全
員
汗
だ
く
に
な
っ
て

清
掃
奉
仕
に
奮
闘
、
精
を
出

し
た
。

公
園
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て

い
る
空
カ
ソ
、

空
ビ
ソ
等
は

景
観
も
悪
く
、
国
道
沿
い
に

お
い
て
は
危
険
性
も
多
い
た

め
、
投
げ
捨
て
は
や
め
て
備

え
付
け
の
空
カ
ソ
入
れ
に
捨

空カン拾いに精を出す婦人部員

育
児
休
業
法
に
関
す
る
こ
と
、
育
児

休
業
制
度
の
導
入
、
そ
の
内
容
に
関
す

る
こ
と
、
特
定
中
小
企
業
事
業
主
育
児

休
業
奨
励
金
に
関
す
る

こ
と
は
、
愛
媛

婦
人
少
年
室
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

住

所

松

山
市
辻
町

二
番
三
十
六
号

~
o
八
九
九
ー

ニ
四
l

六
七
七
一

臣
の
指
針
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。



@。9。複） 匝 認前繹 (16)

先
月
二
十

二
日
に
、
お
好
み
鉄
板
焼

「
香
月
」
（
店
主
・
岩
田
百
合
子
さ
ん
）
が
、

新
装
オ
ー
プ
ソ
し
ま
し
た
。

゜

店
名
は
、
長
女
の
香
織
さ
ん
と
次
女

゜

の
奈
月
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
一
字
を
と
り

「
香
月
」
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

樋
野
口
橋
の
国
道

一
九
七
号
線
沿
い

と
場
所
も
よ
く
、
店
内
は
大
変
明
る
＜

て
土
間
は
大
理
石
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
壁

は
白
を
基
調
と
し
た
シ
ソ
プ
ル
な
仕
上

が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ウ
ソ
タ
ー
席
は
十
席
、
座

敷
は
六
畳
に
机
が

三
卓
と
満
席

で
二
十
四
・
五
人
近
く
収
容
出

来
る
そ
う
で
す
。

新
入
会
員

「
瀧
野
商
店
」

こ
の
度
川
上
商
工
会
の
会
員
と
な
ら

れ
ま
し
た
「
瀧
野
商
店
」
（
代
表
者
・
瀧

野
隆
志
さ
ん
）
は
、
ガ
ス
販
売
を
中
心

に
、
ガ
ス
器
具
販
売
・
配
管
工
事

・
タ

イ
ヤ
、
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
取
付
・
販
売
そ

の
他
精
米
・
稲
落
と
し
等
多
角
的
商
店

で
、
瀧
野
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
ガ

ス
販
売
中
心
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
現

在、

川
上
地
区
（
肱
川
町
・
河
辺
村
）全

域
と
大
洲
地
区
が
商
圏
で
す
。
今
後
と

も
ご
用
命
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
へ
で
も
行

ま
す
。
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

”ら-

ま
た
タ
イ
ヤ
・
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

は
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
全
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
取

り
よ
せ
る
そ
う
で
す
。

働
き
盛
り
の
滝
野
さ
ん
は
、

「
ど
う
か
、
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
下
さ
い
。
」

と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
者

瀧

野

隆

志

氏

新しく会員になられた瀧野隆志さん

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
将
来
は
、
奈
月
さ
ん
が
学
校

を
卒
業
後
、
「
香
月
」
を
継
が
れ
る
と
の

こ
と
で
、
後
継
者
不
足
の
折
「
頑
張
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
若
干
十
八
歳
の
奈
月
さ
ん
が
、
カ

強
く
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

店

主

の

岩

田

さ

ん

は

、

「
お

友

達

や

御

家

族

連

れ

で

お
き
が
る
に
お
越
し
下
さ
い
。
」

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尚
毎
週
水
曜
日
が
定
休
日
だ

そ
う
で
す
。

一
方
同
所
に
八
月

二
十
五

日
よ
り
、
移
転
新
装
さ
れ
ま

し
た
「
リ
リ

ー
美
容
室
」
（
店

主
・
岩
田
百
合
子
さ
ん
）
は
、

午
前
中
の
営
業
で
、
完
全
予

約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す

。

.... 
→^ 

ゞ

新店舗「香月」前で （円内は香織さん）

現
在
は
百
合
子
さ
ん
奈
月
さ
ん
と
お

手
伝
い
の
木
村
さ
ん
で
、
ガ
ッ
チ
リ
と

お
好
み
・
鉄
板
焼

「香
月
」

「
リ
リ
ー
美
容
室
」
新
装
オ
ー
プ
ン

八
月
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー

レ
ス
ト
に
喫
茶
部
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た

。
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
隣
に
あ
り
ロ

グ
ハ
ウ
ス
の
喫
茶
店
で
す
。
乗
馬
ク

ラ
ブ
の
お
客
様
の
休
憩
所
と
し
て
も

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
、
更

衣
室
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

通
り
す
が
り
に

立
ち
寄
り
休
憩

も
と
れ
ま
す
。

喫
茶
店
に
は
、

木
の
香
り
が
部

屋
一
杯
に
た
だ

よ
い
山
小
屋
風

の
建
物
で
閑
静

な
場
所
で
さ
わ

や
か
な
涼
風
が

た
だ
よ
い
最
高

に
お
ち
つ
い
た

雰
囲
気
を
か
も

し
だ
し
て
い
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
コ

ー
ヒ
ー

・

紅
茶
・
軽
食
等

で
す
。
店
に
は

山
下
こ

ず
え
さ

ライデイングクラブフォーレスト喫茶店内と山下さん

フ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
レ
ス
ト

喫

茶

部

誕

生

現
在
、
大
洲
の
美
容
院
で
美
容
師
の

免
許
も
取
得
し
て
、
修
業
中
の
長
女
香

織
さ
ん
も
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
て
「
リ
リ
ー

美
容
室
」
の
後
を
継
が
れ
る
予
定
だ
そ

う
で
す
。

「
電
話
予
約
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
」

と
店
主
の
岩
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

ま
し
た
。

今
後
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

ん
が
笑
顔
で
応
対
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

馬
の
ひ
ず
め
の
音
を
聞
き
な
が
ら
雑
音

を
忘
れ
て
、
く
つ
ろ
げ
る
場
所
・
ラ
イ

デ
ィ
ソ
グ
ク
ラ
ブ
フ
ォ

ー
レ
ス

ト
喫
茶

部
の
今
後
益
々
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。



(1?) 4}。9。複） 応 祖羽繹

予
子
林

浜

田

辰

枝

「多
く
の
人
に
助
げ
ら
れ
、

火
薬
犀
の
妻
と
し
て
」

（
七
十
七
歳
）

私
が
城
川
町
土
居
か
ら
こ
の
予
子
林
商
売
の
方
は
私
の
仕
事
と
な
っ
て
き
ま

ヘ
嫁
い
で
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
し
た
。
あ
ま
り
忙
し
い
と
い
う
ほ
ど
で

伯
母
の
知
人
に
予
子
林
の
人
が
い
た
か
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
殊
な
商

ら
で
し
た
。
た
っ
た
一
度
、
神
社
の
庭
品
を
扱
う
だ
け
に
、
留
守
が
で
き
ず
、

で
お
見
合
い
を
し
、
火
薬
店
と
い
う
変
遠
く
は
高
知
県
の
梼
原
か
ら
買
い
に
来

わ
っ
た
商
家
が
第

二
の
わ
が
家
に
な
っ
て
い
た
だ
＜
猟
師
さ
ん
、
城
川
町
の
石

て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
十

二
歳
の
秋
で
切
り
場
か
ら
の
お
客
さ
ん
ら
の
対
応
に

し

た

。

当

時

、

家

業

努

め

ま

し

た

。

は

祖

父

が

取

り

仕

切

っ

仕

入

れ

た

火

薬

て

い

た

こ

と

も

あ

っ

＊

｀

pl

回

は

大

地

渡

し

か

ら

、

て

、

夫

は

鹿

野

川

の

と

”

て

ャ

・

近

所

の

人

々

を

雇
4
 

養

老

酒

造

に

勤

め

て

炉

t

8

ぃ
、
負
い
子
で
担

ぎ
上
げ
て
も
ら
っ

R
 

g

た
り
、
量
が
多
い

お
り
ま
し
た
。
あ
ま

り
田
畑
の
な
い
浜
田

ー

と
き
は
馬
車
を
雇
っ

て
長
浜
ま
で
引
き

ー

,
9
 

、

'

J~
,JI 

;¥

て
も

取
り
に
行
っ

ャ
2

姑

ら
っ
た
り
、
違
反

f

4
 

ヽ

り
継
い
で
松
山
ま

[
〗
□
9

5
.]

[
•
[
[

〗
：

通
勤
し
、
と
き
ど
ぎ

仕
事
で
泊
ま
っ
て
く
る
夫
を
待
つ
妻
と
で
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
で
背
負
い
に
行
っ

し
て
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
新
婚
生
活
で
た
り
、
そ
の
采
配
も
す
べ
て
任
さ
れ
て

し
た
。

お

り

ま

し

た

。

し
か
し
、
長
男
を
出
産
し
て
か

ら

体

狩

猟

期

に

な

る

と

、

城

川
町
の
高
川

・

調
を
く
ず
し
、
宇
和
島
の
病
院
へ
し
ば
遊
子
川
、
野
村
町
の
渓
筋
・
中
筋
な
ど

ら
く
入
院
し
た
の
は
残
念
で
し
た
。
夫
の
猟
友
会
か
ら
猟
用
品
を
持
っ
て
来
て

は

一
人
で
旅
行
を
す
る
の
が
好
き
で
、
く
れ
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、
い
つ
も
近

病
院
へ
も
旅
先
で
買
っ
た
着
物
や
履
物
所
の
人

二
人
に
お
願
い
し
て
、
猟
用
火

を
持
っ
て
き
て
く
れ
、
結
構
夫
婦
で
お
薬
類
、
重
い
鉛
の
玉
、
薬
き
ょ
う
な
ど

し
ゃ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。

を
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
晩
囲
炉

結
婚
五
年
後
、
祖
父
の
死
を
境
に
、
裏
ば
た
で
貼
り
合
わ
せ
て
い
た
和
紙
の

袋
に
詰
め
た
お
が
く
ず
状
の
黒
い
火
薬

は
、
次
第
に
手
に
な
じ
ん
で
愛
着
が
あ

り
ま
し
た
。

昭
和

二
十
年
、
戦
争
で
結
婚
生
活
七

年
の
夫
を
亡
く
し
、
買
っ
て
も
ら
っ
た

蒲
物
が
皆
食
料
品
に
換
わ
る
悲
し
み
を

味
わ
い
ま
し
た
が
、
家
業
の
お
陰
で
、

途
方
に
暮
れ
る
こ
と
も
な
く
、
復
興
と

と
も
に
マ
ン
ガ
ソ
鉱
山
、
建
設
工
事
な

ど
の
需
要
に
支
え
ら
れ
、
競
争
の
少
な

い
、
と
り
に
来
て
い
た
だ
く
と
い
う
あ

り
が
た
い
商
売
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

鹿
野
川
ダ
ム
と
い
う
大
き
な
工
事
を

ぎ
っ
か
け
に
、
野
村
町
に
店
を
出
す
よ

う
勧
め
ら
れ
、
女
手
一
っ
で
は
対
応
で

ぎ
な
く
な
り
、
自
分
の
弟
を
雇
い
入
れ

て
、
無
事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

こ。f
 戦

後
ず
っ
と
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
坂

田
さ
ん
、
店
の
仕
事
と
両
親
の
世
話
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
家
事
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
い
た
方
々
、
思
え
ば
多
く
の
人

に
助
け
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
家
業
を

息
子
に
引
ぎ
継
が
せ
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
病
み
す
て
た
と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
五
十
年
来
こ

れ
と
い
っ
た
病
気
も
な
く
、
気
ま
ま
に

生
き
て
い
け
る
幸
せ
を
今
味
わ
っ
て
お

り
ま
す
。

九
月
十

二
日
（
土
）
は
日
本

に
と
っ
て
わ
く
わ
く
の
一
日

で
あ
っ
た
。
親
の
戸
惑
い
を

よ
そ
に
、
子
供
た
ち
は
、
月

一
の
余
分
な
土
曜
日
休
日
を

喜
び
、
自
然
に
親
し
み
、
地

域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
を

楽
し
ん

だ
。
夜
、
十

一
時

ニ

+―
――
分
、
圧
巻
は
何
と
い
っ
て
も
毛
利

衛
さ
ん
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア
メ

リ
カ
の
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
「
エ

ソ
デ

バ
ー
号
」
に
乗
り
込
み
、
宇
宙
に
向
か
っ

て
飛
び
立
っ
た
こ
と
だ
。
オ
レ
ソ
ジ
色

の
炎
と
白
い
ガ
ス
を
噴
射
す
る
茶
色
の

液
体
燃
料
タ
ソ
ク
に
し
が
み
つ
く
よ
う

に
し
て
、
や
や
ね
じ
れ
る
よ
う
に
回
転

し
な
が
ら
急
上
昇
し
て
い
く
飛
行
体
は
、

そ
の
結
合
部
が
頼
り
な
げ
で
、
テ
レ
ビ

の
映
像
か
ら
目
が
離
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
打
ち
上
げ
中
継
の
前
、
衛
星
放

送
で
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
関

す
る
国
際
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
が
伝

え
ら
れ
た
。
一
年
前
か
ら
幾
度
と
な
く

開
催
さ
れ
た
総
ま
と
め
の
シ
ン
ポ
で
、

特
別
に
軽
く
作
ら
れ
た
太
陽
電
池
を
、

飛
行
機
と
い
う
よ
り
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
翼

に
張
り
付
け
、
そ
の
電
力
に
よ
っ
て
プ

ロ
ペ
ラ
を
回
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横

断
す
る
映
像
も
紹
介
さ
れ
た
。
地
球
環

境
を
守
る
た
め
、
地
下
型
ェ
ネ
ル
ギ
ー

の
枯
渇
に
替
わ
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
、
着
々
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

太
陽
は
熱
と
し
て
あ
る
い
は
電
気
と

し
て
そ
れ
を
蓄
え
る
技
術
が
さ
ら
に
開

発
さ
れ
れ
ば
、
移
動
体
の
推
進
力
と
し

て
充
分
に
利
用
で
ぎ
る
と
い
う
。
シ
ソ

春亙秋冬

ポ
は
開
発
に
向
け
て
全
世
界
が
本
腰
を

入
れ
て
取
り
組
む
宣
言
の
場
で
あ
る
よ

う
で
頼
も
し
か
っ
た
。

肱
川
町
で
は
、
来
年
秋
完
成
予
定
の

風
の
博
物
館
に
、
太
陽
電
池
を
取
り
付

け
館
内
の
照
明
な
ど
に
利
用
す
る
と
い

う
。
規
模
は
と
も
か
く
ハ
イ
テ
ク
は
は

や
身
近
に
な
っ
た
。

現
実
の
日
本
は
不
況
の
ど
真
ん
中
。

自
動
車
、
電
気
、
証
券
な
ど
日
本
経
済

を
支
え
て
き
た
大
企
業
が
大
幅
な
赤
字

や
減
益
、
あ
る
い
は
規
模
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
同
時
型

不
況
も
、
英
国
の
経
済
誌
「
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
編
集
長
、
ビ

ル
・
エ
ル
モ
ッ
ト
氏
に
よ
れ
ば
『
来
る

べ
き
黄
金
時
代
』
の
著
の
中
で
、
日
本

復
活
の
条
件
を
提
示
し
、
問
題
と
期
待

を
表
し
て
い
る
。

宇
宙
開
発
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
ー

用
、
黄
金
時
代
の
到
来
、
子
供
た
ち
の

将
来
は
決
し
て
暗
く
は
な
い
。

先
般
行
な
わ
れ
ま
し
た
、
夏
ま
つ
り

「
び
っ
く
り
市
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆

様
方
の
お
か
げ
で
例
年
ど
お
り
の
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
収
益
を
今
後
の

青
年
部
の
活
動
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
く
じ
付

き
も
ち
ま
き
」
で
は
、
鹿
野
川
・
中
野
・

滝
山
地
区
の
各
商
店
の
皆
様
よ
り
商
品
を

ご
提
供
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
て



0。9。項） 傲司顎n 潟前繹 (18)

8月10日にわんぱく 24名は、

石鎚山に挑戦しました。

その思い出をみなさんに…。

岩

谷

小

六

年

冨

永

一房
枝

八
月
十
日
に
、
わ
ん
ば
く
学
級
が
あ

り
ま
し
た
。
六
時
半
に
鹿
野
川
を
出
発

し
ま
し
た
。
行
く
所
は
石
鎚
山
で
し
た
。

わ
た
し
は
、
石
鎚
山
に
行
く
の
が
初
め

て
な
の
で
、
「
ど
ん
な
所
か
な
あ
。
」
と

車
の
中
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。
行
く
の

に
す
ご
く
遠
か
っ
た
で
す
。

着
い
た
ら
館
長
さ
ん
の
後
に
つ
い

て

行
き
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
上
の
方
に
上

が
っ
て
行
く
と
寒
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
風
が
吹
い
て
い
た
の
で
気
持
ち

良
か
っ
た
で
す
。
階
段
を
上
が
る
の
に

足
が
重
く
て
な
か
な
か
上
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

頂
上
に
着
い
た
ら
寒
か
っ
た
の
で
、

上
着
を
着
た
ら
ち
ょ
う
ど

良
く
な
り
ま
し
た
。
お
腹

が
へ
っ
た
の
で
お
弁
当
を

食
べ
ま
し
た
。
す
ご
く
お

腹
が
へ
っ
て
い
た
の
で
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
お
弁

当
を
食
べ
終
わ
る
と
、
お

か
し
を
食
べ
ま
し
た
。

降
り
る
と
き
は
す
ご
く

早
か
っ
た
で
す
。
水
が
出

て
い
た
の
で
飲
み
ま
し
た
。

冷
た
く
て
お
い
し
か
っ
た

で
す
。車

に
乗
る
前
に
ジ
ュ

ー

ス
を
取
っ
て
入
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
ね
む
く
な
り
ま

し
た
。
石
鎚
山
に
行
く
と
、

見
晴
ら
し
が
よ
か
っ
た
し
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

「
楽
し
か
っ
た
わ
ん
ぱ
く
学
級
」

「
石
っ
ち
山
」

中

野

小

六

年

坂

本

尚

美

八
月
四
日
は
、
雨
が
降
っ
た
の
で
、

わ
ん
ば
く
学
級
は
八
月
十
日
に
な
り
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
石
づ
ち
山
に
登
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
わ
く
わ
く

し
ま
し
た
。

登
り
始
め
る
と
、
ど
ん
ど
ん
足
が
痛

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
時
間
も
登
っ

て
、
石
づ
ち
山
の
頂
上
ま
で
登
り
ま
し

た
。
石
づ
ち
山
の
頂
上
か
ら
、
天
ぐ
だ

け
が
み
え
ま
し
た
。
石
づ
ち
山
の
頂
上

は
、
気
持
ち
の
よ
い
風
が
ふ
き
す
ず
し

か
っ
た
で
す
。
中
に
は
、
セ
ー
タ

ー
な

ど
を
着
る
人
も
い
ま
し
た
。
お
弁
当
を

食
べ
て
、
お
り
ま
し
た
。
坂
が
き
ゅ
う

な
の
で
、
お
り
る
と
き
少
し
こ
わ
か
っ

た
で
す
。
足
が
、
ガ
ク
ガ
ク
ふ
る
え
て

い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
登
る
と
き
、
お
り
る
と

ぎ
は
、
し
ん
ど
か
っ
た
け
れ
ど
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
公
民
館
の
み
な

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。予

子
林
小
六
年

上

川

広

志

今
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
わ
ん
ば
く

学
級
。
六
時
半
に
集
ま
り
、
バ
ス
で
石

づ
ち
山
ま
で
行
く
。
ま
だ
ね
む
た
い
。

石
づ
ち
山
の

ふ
も
と
に
着
き
、
登
り

始
め
た
。
ぼ
く
は
、
石
づ
ち
山
を
な
め

て
い
た
よ
う
だ
。
足
は
ガ
ク
ガ
ク
、
体

「夏
の
思
い
出
」

は

ぐ

っ

た

り

。

＿

「
つ
か
れ
た
よ
ー
。
」

そ
し
て
、
つ
い
に
頂
上
へ
。
頂
上
に
~

着
き
、
疲
れ
は
ふ
っ
と
ん
だ
が
、
お
な
~

か
は
満
た
さ
れ
な
い
。
弁
当
を
食
べ
、
~

お
や
つ
を
食
べ
、
楽
し
い
ひ
と
と
ぎ
。
~

し

か
し
、
登
っ
た
ら
下
り
な
け
れ
ば
~

な
ら
な
い
。
で
も
、
今
度
は
下
り
坂
だ
。
~

途
中
ま
で
歩
き
、
そ
こ
か
ら
下
ま
で
い
っ
＂

き
に
駆
け
下
り
る
。
わ
れ
先
に
と
、
走
~

る
、
走
る
。
ぼ
く
も
走
っ
た
。
下
に
着
~

い
た
と
き
は
、
も
う
足
は
カ
タ
カ
タ
震
~

え
て
い
た
。

下
り
分
の
疲
れ
を
い
や
す
の
は
、
バ
．

ス
の
中
の
笑
い
だ
。
と
っ
て
も
楽
し
く
、
~

疲
れ
た
が
、
も
う
一
度
み
ん
な
と
行
き

i

た
い
。

．
 

．
 

「
わん
ぱ
く
学
級
の
思
い
出
」

~

正
山
小
六
年

上
田
由
美
子

~

初
め
は
、
石
づ
ち
は
ど
の
く
ら
い
の
~

高
さ
か
な
と
か
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
"

か
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。
~

そ
の
日
は
、
六
時
半
ま
で
に
赤
岩
ヘ
~

行
ぎ
ま
し
た
。
バ
ス
で
美
川
の
ほ
う
を
~

通
る
と
、
美
川
の
川
は
、
底
が
見
え
て
~

き
れ
い
で
し
た
。
赤
岩
の
川
よ
り
き
れ
~

い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
し
の
間
、
~

そ
の
川
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。
~

山
に
は
さ
ま
れ
た
道
を
バ

ス
で
ど
ん
"．

 

ど
ん
行
く
と
、
道
は
く
ね
く
ね
し
て
カ
ー
~

ブ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
所
を
~

登
れ
る
の
か
な
と
心
配
し
ま
し
た
。
"

途
中
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
登
る
道
~

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

i

鹿
鳴
園
の
庭
に
は
、
池
に

網
を
張
っ
て
「
お
し
ど
り
」
を

飼
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
は

毛
が
雄
も
雌
も
同
じ
で
す
が
、

冬
に
な
る
と
雄
は
と
て
も
ぎ

れ
い
な
色
に
変
わ
り
ま
す
。

「お

し
ど
り
」
は
、
冬
に
な

る
と
鹿
野
川
湖

へ
沢
山
や
っ

て
き
ま
す
。
「
お
し
ど
り
」
は

全
国
に
一
万
羽
ぐ
ら
い
い
る
そ
う
で
す

が
、
今
年
の
一
月
十
五
日
に
、
野
鳥
の

会
の
方
々
が
調
査
さ
れ
た
の
で
は
、
約

三

0
0
0
羽
余
り
を
鹿
野
川
湖
で
確
認

で
き
た
そ
う
で
す
。

鹿
鳴
園
の
清
水
さ
ん
の
お
話
で
は
、

鹿
野
川
湖

の
自
然
環
境
が
「
お
し
ど
り
」

の
生
態
に
最
適
な
の
と
、
「
お
し
ど
り
」

の
好
む
餌
の
「
樫
の
実
」
が
、
豊
富
に
有

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

全
国
に
い
る
「
お

し
ど
り
」
の
約
三
分

の
一
近
く
が
、
鹿
野
川
湖
に
渡
っ
て
来

る
と
云
う
こ
と
は
、
つ
い
し
た
ら
、
日

本
一
の
「
お
し
ど
り
」
の
渡
来
池
か
も
知

れ
な
い
の
で
す
。
わ
が
町
に
と
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
財
産
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
が
、
噂
に
よ
る
と
、
あ
の
湖

の
右
岸
に
道
路
を
つ
け
る
と
云
う
話
が

あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
左
岸
に
は
国
道

一
九
七
号
線
が
、
現
在
立
派
な
道
路
に

な
り
つ
つ
有
り
ま
す
。
ど
う
し
て
右
岸

に
道
路
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

右
岸
に
は
、
細
い
路
さ
え
有
り
ま
せ

ん
、
だ
か
ら
「
お
し
ど
り
」
は
じ
め
、
多

く
の
渡
り
鳥
が
や
っ
て
来
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
そ
っ
と
し
て
お

い
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

K

i——-- .—-• 
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今
年
の
夏
は
、
今
ま
で
に
な
く
猛

暑
続
き
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

毎
年
の
こ
と
乍
ら
夏
ヤ
セ
も
し
な
い

で
、
日
々
平
凡
に
生
活
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
こ
の
肱
川
で
生
ま
れ
育

= はかなし、

努力」

〈232〉

上敷水

芦｀
匡 I 氷

か
香戸澄

れ
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
、
ま
た
石
づ
ち

山
に
向
け
て
行
き
ま
し
た
。

歩
い
て
行
か
な
い
と
そ
の
先
へ
行
け

な
く
な
っ
た
の
で
、
土
小
屋
か
ら
は
歩

い
て
登
り
ま
し
た
。
歩
ぎ
だ
す
と
汗
を

か
い
た
け
ど
、
風
が
ふ
い
て
ひ
ん
や
り

気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

登
る
時
に
は
、
知
ら
な
い
花
や
草
が

あ
っ
た
り

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
坂

や
登
り
は
急
な
の
で
驚
き
ま
し
た
。

や
っ
と
頂
上
に
着
く
と
、
通
り
過
ぎ

る
風
が
気
持
ち
よ
く
て
、
つ
か
れ
が
飛

ん
で
い
く
よ
う
で
し
た
。

く
さ
り

く
さ
り
は
あ

大
谷
小
六
年

高
尾
・
祐
治

今
日
は
、
わ
ん
ば
く
学
級
で
す
。
ぼ

く
は
、
友
だ
ち
が
来
て
い
る
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
み
ん
な
女
子

で
男
子
は
、
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

思
っ
た
時
、
の
ぶ
君
と
ひ
ろ
し
君
が
来

て
、
ぼ
く
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

ぼ
く
ら
の
乗
っ
た
バ
ス
は
、
女
子
が

せ
ん
り
ょ
う
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

ま
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
て
い
た
か
ら
、

気
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

一
番
目
の
小
屋
に
着
く
と
、

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

ち
若
い
頃
県
外
で
の
生
活
を
送
り
、
ま

た
生
ま
れ
た
町
内
に
縁
あ
っ
て
嫁
ぎ
、

丁
度
十
六
年
目
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

――
一
人
の
子
の
母
と
な
り
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
、
少
し
太
り
気
味
、
気
分
は

二
十
代
で
も
、
鏡
に
写
っ
た
姿
を
見
れ

ば
目
を
そ
ら
し
た
く
な
る
よ
う
な
休
形

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

の
用
事
で
、
近
所
へ
行
く
に
し
て
も
、

殆
ど
車
な

し
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
時

代
：
・
…
°
歩
く
こ
と
は
、
健
康
に
と
て

も
良
い
と
聞
き
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
。
た
ま
に
登
る
坂
を
歩

い
て
み
る
と
す
ぐ
に
息
切
れ
が
し
て
心

の
臓
が
、
ド
キ
ド
キ
し
始
め
ま
す
。
娘

た
ち
か
ら
は
、
毎
日
の
よ
う
に
、
「
そ

の
ゼ
イ
肉
ど
う
に
か
し
た
ら
1
.
」
と
、

注
意
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
。
こ
ん
な

私
で
す
が
、
四
オ
の
頃
に
は
風
邪
を
こ

「
わ
ん
ぱ
く
学
級
」

ぶ
な
い
か
ら
の
ぼ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
頂
上
に
着
く
と
、
神
様
に
お
参

り
し
ま
し
た
。
お
や
つ
を
食
べ
て
、
五

分
た
っ
て
か
ら
お
り
て
い
き
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗
っ
て
肱
川
に
帰
っ
て
く
る

と
、
へ
と
へ
と
で
し
た
。
も
う
、
あ
ん

な
の
は
た
く
さ
ん
だ
と
そ
の
時
は
思
い

ま
し
た
が
、
何
日
か
た
っ
と
今
は
よ
い

思
い
出
の
―
つ
に
な
り
ま
し
た
。

じ
ら
せ
て
命
も
危
ぶ
ま
れ
る
程
だ
っ

た
と
、
母
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
親
の
恩
は
山
よ
り
も

高
く
海
よ
り
も
深
し
」
と
い
い
ま
す

が
、
子
の
親
と
な
っ
て
、
初
め
て
わ

か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、

現
代
社
会
は
子
が
親
を
殺
し
た
り
、

学
友
同
志
で
、
ひ
ど
い
い
じ
め
、

こ

れ
は
人
間
同
志
の
す
る
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
『
子
を
持
っ
て
知
る
親
の

恩
』
と
昔
の
人
は
言
い
残
し
て
お
り

ま
す
が
、
何
事
も
自
分
が
直
面
又
は
、

体
験
し
な
け
れ
ば
実
感
と
し
て
、
湧

い
て
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
何
年
か
先
に
、
立
派
と
ま
で
は

行
か
な
く
と
も
、
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
親
に
な
れ
た
ら
な
あ
と
、

少
し
ず
つ
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今月も、 新購入の図書を紹介します。

◎ベトちゃん・ ドクちゃんからのてがみ

◎世紀末クイズ 3

◎たけし ・逸見の

“それ絶対やってみよう”

平成教育委員会

◎おいしくて安全

天然酵母で国産小麦パン

（童心社）

（フジテレビ出版）

（
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（農山漁村文化協会）
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障
害
児
教
育
と
、
「
障
害
」
児
教
育
の

違
い
は
何
な
の
か
。
「
」
を
つ
け
る
こ

と
に
、
ど
ん
な
意
味
と
願
い
を
込
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
、

七
月
に
高
知
で
開
催
さ
れ
た
四
国
地
区

同
和
教
育
研
究
協
議
会
で
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
障
害
児
教
育
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
無
感
覚
さ

が
恥
ず
か
し
い
し
、
悔
や
ま
れ
て
な
ら

な
い
。

障
害
児
と
は
な
ん
と
冷
酷
な
言
葉
で

あ
る
こ
と
か
。
障
は
、
さ
わ
り
・
ヘ
だ

て、

害
は
、
わ
ざ
わ
い
・
た
め
に
な
ら

な
い
こ
と
を
さ
す
。
そ
れ
に
教
育
と
い

う
言
葉
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
私
の
障
害
児
教
育
と
は
ど
ん
な
教
育

だ
っ
た
の
か
。
私
の
意
識
の
未
熟
さ
を
、

い
ま
改
め
て
反
省
し
て
い
る
。

人
間
の
身
体
や
精
神
に
表
れ
て
い
る

違
い
は
個
性
で
あ
り
、
障
害
と
い
う
概

念
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
を
知
り
、
理
解
す
る
こ

と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
の
持
つ
個
性
は
、
人
が
人
た
る
ゆ
え

ん
で
あ
り
、
人
は
完
全
で
は
あ
り
え
な

い
と
い
う
、
あ
た
り
ま
え
の
、
そ
し
て

一

も
っ
と
も
根
本
的
な
認
識
が
大
切
な
の

で
あ
る
。

な
ら
ば
今
、
私
た
ち
は
障
害
に
替
わ

る
言
葉
を
持
っ
て
い
る
か
。
障
害
児
に

替
わ
る
言
葉
を
持
っ
て
い
る
か
。
障
害

児
教
育
に
替
わ
る
言
葉
を
持
っ
て
い
る

か
。
「
」
の
中
に
、
本
当
の
言
葉
を
捜

し
て
い
る
。
そ
れ
が
無
い
も
の
な
ら
人

間
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
新
し
い

言
葉
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
願

い
が
「
」
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
言
葉
を
捜
す
と
い
う
現
状
は
、

「
障
害
」
児
に
と
っ
て
厳
し
い
こ
と
を
知

ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
「
」
に
大
き

な
願
い
を
込
め
、
そ
れ
を
真
剣
に
語
る

多
く
の
人
間
の
目
の
輝
ぎ
に
、
将
来
に

つ
な
が
る
明
る
い
展
望
を
見
出
し
、
カ

強
さ
も
ま
た
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
認
め
ら
れ
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る

こ
と
。
人
は
、
個
性
に
よ
っ
て
困
難
な

条
件
が
多
く
あ
る
仲
間
に
、
必
要
と
す

る
手
助
け
と
心
遣
い
を
惜
し
ん
で
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
押
付
け
や

御
節
介
で
な
く
、
哀
れ
み
な
ど
で
は
決

し
て
な
く
、
か
わ
い
そ
う
な
ど
の
感
覚

肱

川

中

学

校

飯

野

尚

弘

」
の
中
に

豆
策
を
持
っ
て
い
る
か

は
問
題
外
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

「
個
性
に
よ
っ
て
困
難
な
条
件
が
多
く

あ
る
」
と
書
い
た
。
「
困
難
な
条
件
を
持

つ
」
と
は
書
け
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

持
つ
か
、
持
た
な
い
か
は
恣
意
的
な
も

の
で
あ
る
。
困
難
な
条
件
は
、
「
持
つ

と
か
、
持
た
な
い
と
か
」
恣
意
に
左
右

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
よ
り
顕
著

に
あ
る
か
、
な
い
か
」
と
認
識
さ
れ
る

べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。
よ
く
校
区
に

「
地
区
を
持
つ
、
持
た
な
い
」
と
の
表
現

が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
然
り
、

地
区
は
持
つ
こ
と
も
、
棄
て
る
こ
と
も

で
ぎ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
既

製
の
言
葉
の
概
念
に
安
心
す
る
こ
と
な

く
、
豊
か
な
感
性
か
ら
確
か
な
認
識
に

基
づ
い
た
概
念
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て

い
る
。同

和
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ

な
い
営
み
か
ら
、
人
が
人
と
し
て
真
の

意
味
で
尊
重
さ
れ
、

一
人

一
人
が
大
切

に
さ
れ
る
学
校
、
社
会
の
実
現
を
目
指

す
反
差
別
の
連
帯
を
生
み
、
広
が
り
を

持
つ
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
。

そ
の
歩
み
は
、
い
か
に
も
遅
く
思
え

る
が
、
歴
史
の
歯
車
は
確
実
に
前
進
の

歯
車
で
あ
る
。
将
来
の
、
明
る
い
展
望

に
向
か
い
、
歯
車
を
回
そ
う
と
努
力
す

る
、
そ
の
人
間
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
信

じ
続
け
た
い
。

わ
た
し
達
の
町
に
、
今
、
同
和
教
育

の
新
し
い
風
が
、
小
藪
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
吹
ぎ
始
め
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
、
同
和
問
題
に
心
を
痛
め

て
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
差
別
解
消

に
「
自
分
達
の
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を

9

9

摸
索
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
を
結
集
し
て

開
か
れ
た
の
が
小
藪
老
人

ク
ラ
ブ
主
催
の
、
「
孫
と

と
も
に
学
び
合
う
同
和
教

育
の
集
い
」
で
す
。

八
月
十
日
、
地
元
の
会

員
、
中
学
生
に
加

え
て
、
社
会
福
祉

関
係
の
方
、
学
校

の
先
生
、
役
場
や

教
委
・
公
民
館
の

職
員
、
そ
し
て
、

他
地
区
の
老
人
会

の
方
や
分
館
長
さ

ん
等
、
総
勢
七
十

五
人
が
参
加
し
て
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

中
居
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
佐
川
校

長
の
主
旨
説
明
の

後
、
会
員
三
人
の

図逍国国毀国臼送国国

方
が
「
私
の
体
験
し
た
差
別
の
姿
」
と
題

し
て
、
会
員
の
学
校
時
代
の
こ
と
、
地

域
や
家
庭
生
活
の
中
に
見
ら
れ
た
差
別

の
有
様
に
つ
い
て
、
反
省
を
こ
め
な
が

ら
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
菅
野
専
門

員
か
ら
、
古
い
資
料
に
基
づ
い
た
人
権

の
歴
史
が
講
述
さ
れ
、
中
学
生
代
表
二

人
は
差
別
解
消
の
強
い
決
意
を
表
明
を

し
ま
し
た
。
心
づ
く
し
の
お
む
す
び
と

蒸
し
パ
ソ
を
い
た
だ
い
て
散
会
し
ま
し

こ。t
 こ

れ
を
機
に
、
他
の
老
人
ク
ラ
ブ
も

同
じ
様
に
学
習
会
を
行
う
予
定
で
す
。

同
和
教
育
に
新
し
い
風
が
…
…

七
十
五
人
参
加

藪

老

人

ク

ラ
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スポレク'92喜多郡大会
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ソ
，

92
喜
多
郡
大
会
が
、
九
月
六
日

（
日
）
に
内
子
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
・
婦
人
）
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（

ニ
チ
ー
ム
）
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
(
-
チ
ー
ム
）
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ

（
男
子
ニ
チ
ー
ム
、
女
子
一
チ
ー
ム
）
が

出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
男
子
A

チ
ー
ム
が
見
事
、
優
勝
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
他
の
種
目
の

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
技
を
磨
い
て
挑
戦

し
て
下
さ
い
。

尚
、
優
勝
し
た
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
男
子

A
チ
ー
ム
は
、
十
月
十
八
日
に
行
わ
れ

る
八
幡
浜
地
方
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

』
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
A
優
勝

1 第32回町民運動会に行こう！ 1 

► 日

► 会

時

場

〇ニ

平成 4年10月10日 午前 9時より

（雨天の場合は10月11日） ／） い／L
肱川中学校校庭 万3:l/

パン

卜ミ
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0. 月 -（ の 行 事 予 定 表

1 ．午肱）1|町防災の日 中旬 •特別町民「風のパッケージ」発送

10 1 • 宮がん検診 20 ・老人運動会

4 •各小学校運動会 25 •秋の道路愛護デー

5 ・行政相談 26 •岩谷春日神社秋祭り

5 • 20 ・心配ごと相談 28 •宇和川地区秋まつり

6 ．胃がん検診 29 ・税金等出張受入

月 10 : .第32回町民運動会 31 ＇ ・文化講演会

定例部落長会（休会）

10月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 奎屯 話

4 日 松 浦 医 院 44-2776 
k 

（日） 城戸眼科医院 24-3008 

1 0 日 藤 本 医 院 44-2561 

（土） 藤 本外科医院 24-2310 

1 1 日 植 木 医 院 44-2215 

（日） オ寸」二 内科医院 23-3500 

1 8 日 高 橋 医 院 44-2010 

（日） 大野内科医院 24-6800 

2 5 日 佐々木整形外科医院 43-0101 

（日） 村上外科医院 24- 2262 

※変更になる場合がありますので前も って連絡してからお出かけ
下さい。

救 急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月 ・火 大洲I市立病院 24-2151 

水 カn 戸 病 院 24~5101 

木～日 大洲中央病院 24-4551 

時

間

午
前
9
時

30
分
？

午
後
1
時

30
分

10
月
7

日
（
水
）
一
冨
土
山
公
園
一

時

間

午

前

10
時

1
1
1
時

10
月
21
日
（
水
）
天
谷
公
民
館
一

日

程

場

所

日

程

行

先

◎
健
康
相
談

◎
幼
児
教
室

時

問

＿午
前

8
時
30
分

1
9
時
30
分

10
月
6
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

時

間

＿
午
前
9
時

30
分

1
1
1
時

30
分

10
月
19
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

日

程

場

所

◎
胃
が
ん
検
診

時

間

一午紀
1
ー時

1

2
時

10
月
1

日
（
木
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

時

問

＿
午
後

1

時

1

2
時

10
月
13
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
子
宮
が
ん
検
診

場

日

程

所

◎
1

歳
6

か
月
児
•
3

歳
児

健
康
診
査

日

程

場

所

10
月
12
日
（
月
）
一
中
津
集
会
所

日。
C
I四

日

程

場

所

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

問

午

後

1
時
30
分

i
4
時
3
0
分

＊
対
象
者
：
．
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
い
方
、
ま
た
は
中
性
脂
肪
が
高

い
方

＊
参
加
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ソ
タ
ー

ま
で
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

＊
持
っ
て
く
る
も
の
：
•
米
1

合
、
エ

プ
ロ
ソ
、
材
料
費
五

0
0円
程
度

◎
家
庭
看
護
講
習
会

午
後
1
時
30
分

ー

3
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

日
本
赤
十
字
家
庭
看
護
講
師

◎
1
0
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

10
月
15
日
（木）

（
出
す
の
は

10
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中
野
（
篠
谷
・

滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重
栗

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

10
月
13
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

画

■ご
璽
函
國

講
師

場

所

時

間
時

間

午

前

10
時

i

午

後

2
時

10
月
22
日（木）
＿肱
川
町
公
民
館

日

程

場

所

◎
高
脂
血
症
予
防
教
室

大大

和 平

武
さ
ん
(64
歳）

忠
三
さ
ん
(43
歳）

浪
子
さ
ん

(70
歳）

◎
行
政
相
談

▽

日

時

10
月
5
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分
ー
4
時
3
0
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-―
―
四
ー
ニ
五
0
八

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 

＊
 

*

＊

*

＊

*

＊

 

三

瀬

哲

也
さ
ん

長

男

裕

貴

ち

ゃ

ん

上

鹿

野

川

河

野

圭

一
さ
ん

二
女

真

弓

ち

ゃ

ん

下

鹿

野

川

山

内

光

郎

さ

ん

長

男

倫

太

郎

ち

ゃ
ん

中

津

高

畠

恵

光

さ

ん

長

女

ゆ

う

な

ち

ゃ

ん

菟

野

尾

藤

原

貴

さ

ん

長

男

将

人

ち

ゃ

ん

*

＊

*

＊

*

|

*

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 

＊
 

*

＊

*

＊

＊

＊

 

下
嵯
峨
谷
②川

本

寅

一
さ
ん
(76
歳）

小

藪

和

氣
サ
カ
ヱ
さ
ん

(81
歳）

上
鹿
野
川

松
盛

山
本

亀
井

市之畦

10 10 
月 月 相
20 5 吾成火
日 日

火 月
日

藤宮 西福 担

古向田 本 田 当
工 美 相
ミ義 早..L F=1 談

カ盛 子保 員

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館
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